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はじめに

創業100周年のありたい企業像
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表紙について
バルカーグループは、安全・安心・豊
かさを顧客に提供するための事業や
ボールルームダンス支援などのCSR
活動を通じて、全ての子どもたちが活
躍できる安全で安心な「明るい未来
づくり」に貢献したいという思いから、
子どもたちの写真を表紙に使用して
います。バルカーグループの従業員
から公募した、従業員の子どもたちの
笑顔で表紙を飾りました。
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スポーツ振興支援

地域社会に対する感謝の日

　バルカーグループでは長年にわたり、人々の
健康や生活を豊かにする「スポーツ」の振興支援
に取り組んでいます。2014年からは、年齢や
障がいの有無に関わらず誰もが楽しめる生涯ス
ポーツである、「ボールルームダンス」の普及・
振興を支援しています。
　2020年度は、新型コロナウイルス感染症の
拡大防止のため、当社グループが力を入れて支
援を行っている「小・中・高校生ボールルームダ

　世界中の人々とより豊かな未来を築いていく
ために、私たちに何ができるのかを考え、毎年「地
域社会に対する感謝の日」を設けています。
　世界中のグループ会社の各事業所・営業拠点・

16スポーツ・文化・芸術の振興
地域社会との共生

■�「ボールルームダンス」振興と感動体験

コミュニティ

「バルカーカップ統一全日本ダンス選手権」は、感染予防のた
めマスク着用で競技が行われた

本社、周辺地域の花壇への花植え活動 台湾バルカー国際、地域の清掃活動 バルカーベトナム、養護施設への支援活動。支援品
の目録を施設長へ贈呈

半年遅れで開催された「全日本ブラインドダンス選手権」。
視覚障がい者と健常者ペアが多数出場した

社会貢献団体の活動支援、
難民支援
http://www.valqua.co.jp/
social/action_program/

ンス 全日本チャンピオンシップ」、視覚障がい者
の全国大会「全日本ブラインドダンス選手権大
会」は延期やリモートで開催されました。
　また、毎年11月に開催され当社グループが
特別協賛している国内最高峰のプロダンス競技
会「バルカーカップ統一全日本ダンス選手権」は、
万全のコロナ感染対策をとって無観客での開催
となりましたが、出場選手たちの熱い思いがあ
ふれる感動の大会となりました。また、当社グ
ループは、初の試みとして、このバルカーカッ
プのテレビ地上波放映を提供し、多くの方々に

「ボールルームダンス」の魅力に触れていただく
ことができました。

貢献するSDGs

工場で、地域社会に根差したボランティア活動を
実施。2020年度は世界44カ所、総勢1,411人
の従業員と家族が参加し、コロナ禍の折である
ため、募金・寄付（寄贈）活動を主体に清掃活動
や花壇の花植え活動などを行いました。
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企業ཧ೦

バルカーグループの企業ཧ೦「T)E 7"-26" 8":」は、

社໊の༝来であり基本ཧ೦でもある「7alue � 2ualitZ」、

それをさらに社員がཧղし実ફしやすくした「̐ ͭの経営ཧ೦」 、そして「行動ࢦ10߲」でߏ成されています。

このਂいཧղと実ફこそが、当社グループの$SRの基盤となっています。

また、200�年から「T)E 7"-26" 8":」を基盤に

3ͭの$SRコンηプトのもと、さま͟まな社会՝のղܾにけたより実ફ的な活動を行っています。

・ࢠ
1DF൛

ॏ点的な取り組みを年࣍レポートとして
まとめています。

「$SR報ࠂॻ」
http://www.valqua.co.jp/
social/report/

8eC൛

8eCサイトには最新情報・追加情報を
ཏ的に掲載し、ਵߋ࣌新しています。

「技術情報」「IR情報」
「会社情報」など
http://www.valqua.co.jp/
 

ฤूํ

本レポートは、バルカーグループの࣋ଓ的成長にけた基
本的な考えと、$SR活動のॏཁ՝に沿った取り組みをス
テークϗルダーの皆さまにおえするため、年1ճ発行し
ています。一෦データは8eCサイトのみで開ࣔしていま
す。それͧれ掲載予ఆઌとなる6R-をه載しています。

ใࠂ対ؒظ

2020年4月1日ʙ2021年3月31日
報ࠂの一෦に上ه対期ؒલޙの内༰をؚみます。なお、
体੍ਤ、方、基४などは、2021年6月ࡏݱのものです。

対ൣғ

会社18社ࢠ会社バルカーおよͼその連結ࣜג
（障がい者ޏ用、ঁੑཧ৬ൺはバルカー୯体の数
としています）

ظ࣌ߦൃ

2021年6月発行(લճ発行2020年�月)

ใࠂഔ体

THE VALQUA WAY
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地域社会との共生
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Collaboration
with Stakeholders

全ての関者と
進化した連ܞの追求

世界最高ਫ४の
差別化技術・品࣭の確ཱ

社会の一員としての
コンプライアンスॏ視

�ͭの
Ӧཧ೦ܦ

ࢦ動ߦ
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企業理念「THE VALQUA WAY」  のもと、
健全で持続的な成長と持続可能な  社会の実現のために

はじめに

　新型コロナウイルス感染症の拡大により、亡くなられた皆さ
まのご冥福をお祈りするとともに、影響を受けられた全ての皆
さまに、謹んでお見舞い申し上げます。

　2020年、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大は、我々
の生活に大きな変化をもたらしただけではなく、自動車、 輸
送交通、航空、小売り、飲食などあらゆる産業、経済に大き
な影響を与えています。当社グループはこのような事業環境
下、2020年から開始した3カ年中期経営計画「New Frontier 
2022(以下NF2022)」に沿って、業績への影響を最小限に抑
えるための対策を速やかに実行してきました。その一例として、
感染拡大防止と従業員の安全確保に加えて「働き方改革」を推
進するためのリモートワーク推進プロジェクトを発足し、また、
IoTやデジタルを駆使したDXにも力を入れています。
　 本レポ ートにはこのような取り組 みに加 え、「企 業 活 動と
SDGs目標の紐付け」を掲載するなど、サステナビリティに関す
る情報を拡充して掲載していますので、ぜひご一読ください。

未来と未知に挑むチャレンジングな企業
ʕ�人類の豊かさと地球環境に貢献するために�ʕ�

1.あくなき成長戦略の追求とモニタリング 

2.成長をゆるぎないものにする経営基盤の強化 

3.より良き地球市民として「環境・社会・企業統治」への
積極的な取り組み

・連結売上高 800億円　・連結 ROE15%
�����݄ܦظӦ目ඪ�

創業100周年のありたい企業像

創業100周年ʢ�0��年ʣɺ
4%(T։ൃඪ	�0�0年
に͚ͯ
「未来と未知に挑むチャレンジングな企業」

　バルカーグループはかͶてから、企業ཧ೦「T)E 7"-26" 
8":」を中৺としたビジϣナリー経営に力を入れています。
　社໊の༝来であり基本ཧ೦でもある「7alue � 2ualitZ(Ձ
のと品࣭の上)」の企業文化のৢ成を強ݻにするため
に、「T)E 7"-26" 8":」を全従業員が、「.: 7"-26" 
8":」としてブレイクダウンし、実ફする取り組みを毎年行う
などŊ「T)E 7"-26" 8":」を確実にਁಁさͤるための活動
を行っています。
年4月には、事業活動を通͡て人ྨの豊かさと地球環境にࡢ　
するために、業100周年のありたい企業ݙߩ 「૾未来と未
にΉチャレンジングな企業」を掲げましたが、この取り組みの
根ఈにあるのは「T)E 7"-26" 8":」であり、この考え方、
Ձ観は࣋ଓՄな開発目標（SDGs）が目ࢦすものと一கし
ています。
　また、本年度は「企業活動とSDGs目標」の紐付けを行い、「本
業（)ˍS事業）を通͡た社会的՝ղ と「経営基盤「（め߈ܾ）
(ESG)の強化(कり)」に、「社会ݙߩ活動」を߹わͤた3ͭを࣠と
した活動を推進し、SDGsݙߩへの取り組みを強化しています。
　「本業を通͡た社会的՝ղܾ」では、品やサービスを通͡
た環境ྀなどへの取り組み、「経営基盤の強化」では、Ψバナ
ンスや事業上の環境ྀ、サプライチェーンマωジϝントŊ 人
では、ボールルームダンス「活動ݙߩ社会」、ҭ成などの強化ࡐ
支援や「地域社会に対する感謝の日」などを通͡た活動を行っ
ています。
　バルカーグループはこれまでも、業以来長いྺ࢙の中で、
戦ޙのࠞཚ期、バブル่յ、リーマンシϣックなどさま͟まな
に໘してきましたが、バルカーの強みであるύイオニアػة
ਫ਼ਆでそれをりӽえてきました。202�年にܴえる業100
周年にけ、このように社会が大きく変わら͟るをಘないঢ়گ
でも、業以来ഓってきたύイオニアਫ਼ਆで、「T)E 7"-26" 
8":」のもと、ઌ入観にଊわれないニュートラルな視点で、新
たな付加Ձをし、さらなる成長のため、SDGs、࣋ଓՄ
な社会の実ݱにݙߩしてまいります。

にޙ࠷

　バルカーグループの経営ཧ೦の一ͭに「世界中のステークϗ
ルダーへ」、また、$SRコンηプトの一ͭには、「ステークϗルダー
との協働」があります。バルカーグループは、これまでもステー
クϗルダーの皆さまに支えられ、ࠓや8カ国で事業をల開し、多
༷な従業員が活༂するグループへと成長してまいりました。
　これからも業100周年をえて࣍なる࣌にさらなる健全
で࣋ଓ的な成長を実ݱするために、グループが一ؙとなり、ス
テークϗルダーの皆さまと共に、人ྨの豊かさと地球環境にߩ
。すく、私たちは着実にาみを進めてまいりますݙ
　Ҿきଓき、当社グループの事業へのごཧղとご支援をࣀりま
すようおئい申し上げます。

2021年6月

バルカーグループ代表
ձࣾバルカー�代表取క役ձ長$E0ࣜג

ΛՃ͑ɺ「ҭࡐਓ」動のॏཁ՝に׆$43
$9にΑるมֵのਪਐྗにͭな͛る

　バルカーグループは、「人ࡐ」こそが最もॏཁなࡒ産とҐஔ付
け、「バルカーグループ人権基本方」を੍ఆし、従業員のダイ
バーシティ化を進め、多国੶のローカル人ࡐのҭ成に力を入れ
てきました。NF2022では、「人ࡐҭ成のための大なࢿの
加速」と「グローバル人ࡐの活ੑにͭながるダイナミックな施策
の実行」を掲げ、$SR活動のॏཁ՝に新たに「人ࡐҭ成」を
加えŊ $EOक़、ૣ期選ൈݚम、ւ֎װ෦ݚमなどにより、ۙい
ক来拠点経営を୲うコア人ࡐの開発を進めています。
　また、グループの全従業員のΤンήージϝント上を目標と
した取り組みも開始しました。人ࡐҭ成の強化とΤンήージϝ
ント上の྆໘により、࿑働生産ੑの上や$X˞による変革の
推進力にͭながるものと期しています。

˞$X:コーポレートトランスϑΥーϝーシϣンの略。

04 05VALQUA GROUP Sustainability Report 2021 VALQUA GROUP Sustainability Report 2021

τοϓϝοηージ



06 07VALQUA GROUP Sustainability Report 2021 VALQUA GROUP Sustainability Report 2021

VALQUA with Society

ϝλルதۭ0Ϧング
宇宙空間においても漏れを防ぐほ
どの高機能ガスケットで、ロケット
や人工衛星の他、高温・高圧・高
真空が要求される機器に使用され
ています。

ӉϩέοτɾਓӴA

;ͬૉथࢷՃ
高い絶縁性能を生かし、落雷の影
響を無くす機器や送電量をコント
ロールする機器で用いられます。

มిॴN

;ͬૉथجࢷ൘
PTFEの優れた電気特性と耐候性
を生かした基板材料がアンテナ機
器周辺および自動運転にも使用さ
れ、安全・高速・大容量通信の実
現に寄与しています。

ɾࣗہ地جଳిܞ 動ंL

ಋ体
ੜγϦίンΤϋー࠶
半導体製造装置の動作チェックなどで使用された
シリコンウエハーを、独自のノウハウで研磨・洗
浄し、新品同様に再生・提供することで、環境負
荷低減に貢献しています。

;ͬૉथࢷϥΠχングλンΫ
ふっ素樹脂シートで内貼りした薬液用タンクで、
半導体製造で使用される超高純度の薬液の貯
蔵、搬送に欠かせない製品です。

ΤϥスτϚーػߴ
不純物の少ない特殊なゴムに表面処理を施した
製品で、半導体製造に不可欠なクリーンな環境を
保っています。

ボンσουήーτγール
高機能エラストマーと金属の一体型シールです。
高いシール性を持ち、シリコンウエハーの搬入口
に用いられています。

.

ଠཅޫൃిࣄ業
九州バルカーの敷地内に設置され
たメガソーラーは、日々クリーンな
エネルギーを生み出し、地球環境
の保全と地域への貢献につなげて
います。

ଠཅޫൃిK

;ͬૉथࢷςーϓ
高い絶縁性と優れた加工性を持
ち、通信機器の性能向上と小型化
に貢献しています。

ポーλϒルϝσΟΞI

45$ʢγールτレーχングηンλーʣ
バルカーの持つシールエンジニアリングテクノロジーをお客
さまと共有し、プラントの安全な操業、機器の確実な作動に
つなげています。シール材の選定や適切な使用法について
の座学と、現場の配管フランジを模擬した実習を行う体験型
研修施設で、人材育成の場を提供しています。

)�4�σϞΧー
新たに開発・取り扱いを開始した製品＆サービスをデモ実演
および体験を通じて全国のお客さまに紹介しています。

γールΤンジχΞϦングαーϏスH

ցػઃݐ
0Ϧング
静的・動的シールの代表的な製品
で、用途に応じたゴム材料を使用
することにより幅広い産業からの
ニーズに対応しています。

スϥスτϓレーτ
ショベルカーなどのヒンジ可動部
の隙間に組み込まれ、隙間調整、
鳴き防止、カジリ防止などの役割
を担っています。

J

-&%র໌
低消費電力で長寿命が特徴の製品
です。豊富なラインアップで、幅広
いニーズに対応可能であり、環境
負荷の低減にも貢献しています。

ɾΦϑΟスB

;ͬૉथࢷςーϓ
ふっ素樹脂を高度な技術で切削し
た気密性・摺動性に優れた製品
で、注射器用滑栓などに使用され
ています。

ҩྍؔػC

ΦーτϚチοΫτϥンスϛογϣン
ʢ"5ʣ༻Ψスέοτ
ATを制御する油圧コントロール装
置（バルブボディ）に使用されるガ
スケットで、装置内の油をシールす
ることにより滑らかで応答性の良
い変速を行うために使用されてい
ます。

ࣗ動ंD

మϓϥンτ Խֶϓϥンτ
γーτΨスέοτػߴ
従来の製品の性能を大きく上回り、
特に高温耐性が要求されるプラン
トで活躍しています。

;ͬ ૉथࢷϥΠχングボールόルϒ
化学薬品に強いふっ素樹脂を接液
部全面に採用し、幅広い種類の流体
の制御に活躍しています。

Ψスέοτܗרͣ͏
金属の補強をつけた製品で、高温・
高圧で運転されるプラントの安全
操業を支えています。

;ͬૉथࢷϥΠχング߯
化学薬品に強い、表面が平滑である、な
どのふっ素樹脂の特性を生かし、中を流
れる流体の純粋性を保っています。

ճస࣠γールʢ-'3�4&"-�ʣ
摺動性に優れたシール材で、各種
生産用機器の回転および揺動部向
けに開発されました。

;ͬૉथࢷΨスέοτ
化学薬品に強い素材でできており、配管
や機器のつなぎ目から薬液やガスが漏
れるのを防いでいます。

F G

グϥンυύοΩン
作動軸周辺からの漏れを防ぐ製品
で、流体の搬送や遮断といった機
能を担う回転ポンプやバルブで、
主に使われています。

ધഫE

ジϣΠンτγーτΨスέοτ
幅広い流体に対応する性能を持つ
汎用ガスケットです。船舶・プラン
トなどの他、住宅設備などあらゆ
るシーンで活躍しています。

A

B

C

D

E

F

G

H
I

J

KL

M
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バルカーと社会との関わり
たͪのʠˍαーϏスʡ͕ࢲ
͞·͟·なと͜ΖͰ׆༂ͯ͠い·すɻ



企業統治
グループ

コミュニティ
グループ

ௐୡ
グループ

コンプライアンス
グループ

環境
グループ

安全Ӵ生
グループ

人権・࿑働׳行
グループ

品࣭・
お客さまՁ

グループ

ද取క会長$EO

常会

バルカーグループ
$SR 推進ҕ員会 $SR事ہ

4%(TݙߩのऔりΈ

　バルカーグループは、200�年から「T)E 7"-26" 8":」
を基盤に、さま͟まな社会՝のղܾにけた$SR活動を行っ
ています。これらの活動に、2015年に国連で࠾されたSDGs

Ήたࠐなどのグローバルな視点を取り（ଓՄな開発目標࣋）
め、201�年度に$SRॏཁ՝のཧを行いました。
　さらに、 2020年4月からスタートした、業100周年のあり

$43のํ͑ߟ

　バルカーグループは$SRを、企業ཧ೦「T)E 7"-26" 8":」 
の実ફ、企業活動そのものと考えています。
　また、200�年から「ステークϗルダーとの協働（$）」「ୈ一
の品࣭(S)」「ルール最༏ઌ(R)」の3ͭの$SRコンηプトのもڃ
と、年々多༷化するさま͟まな社会՝にけた、より実ફ的
な活動を行っています。

$43�ਪਐ体੍

　バルカーグループは200�年に「$SR協ٞ会」を設ஔし、組৫
ԣஅ的な体੍をえました。その201、ޙ�年度より事業視点で
$SR活動の強化をਤるため、「バルカーグループ$SR推進ҕ員
会」へと体੍を変ߋしました。
　「バルカーグループ$SR推進ҕ員会」をグループ全体の$SR
活動をٞするॏཁな会ٞ体としてҐஔ付け、ઐࣥ行員を
ҕ員長として、半期に1ճఆ期的に開催するଞ、ඞཁにԠ͡てద
ٓ開催し、各෦の推進する$SR活動の進ঢ়گの報ࠂやҙ見
交などを行い、グループ内の連ܞを強化しています。また、そ
の結Ռを半期ごとに常会で報ࠂしています。

ଓՄな社会のために࣋

　バルカーグループは、企業ཧ೦「T)E 7"-26" 8":」の
もと、たゆま͵成長を目ࢦして日々戦をଓけています。
　2020年度には「業100周年のありたい企業૾」を映し、
できるよう、コーポݙߩまで以上に、よりޮՌ的にSDGsにࠓ
レートΨバナンス、コンプライアンス、環境、サプライチェーン
マωジϝント、安全Ӵ生、人ࡐ・人権、ސ客ຬ足、コミュニティ
をॏ点ྖ域としていた$SR活動にSDGsの紐付けを行い、さら
に「本業（)ˍS事業）を通͡た社会的՝ղ 経営基」「（め߈ܾ）

˝$43ਪਐ体੍

め߈

कり

ຊ業ʢ)ˍ4ࣄ業ʣΛ௨じた社会త՝ղܾ


)&4	൫جӦܦのڧԽ

社会׆ݙߩ動

SDGsの考え方およͼ方 $SRマωジϝント
όルΧーグルーϓは地ࢢٿຽのҰһとͯ͠ɺ企業׆動Λ௨ͯ͠社会՝のղܾにऔりΈɺ
4%(Tɺ࣋ଓՄな社会の࣮ݱのためにͯ͠ݙߩ·いり·すɻ

όルΧーグルーϓはɺ地ࢢٿຽとͯ͠͞·͟·な社会՝のղܾにੵۃతにऔりむためɺ
「όルΧーグルーϓ$43ਪਐҕһ会」Λઃஔ͠ɺ$43ॏཁ՝͝との׆動のਐΛ֬ೝɺ
૯ׅするΈΛߏங͠ɺܧଓతにӡ༻ͯ͠い·すɻ

たい企業 「૾未来と未にΉチャレンジングな企業�人ྨの
豊かさと地球環境にݙߩするために�」の基本方の一ͭに、

「より良き地球市民としてh 環境・社会・企業統治 へɦの積極 
的な取り組み」を掲げました。
　これにより、ࠓまで以上にޮՌ的にSDGsにݙߩできるよう、

「本業（)ˍS事業）を通͡た社会的՝ղ 経営基盤」「（め߈ܾ）
(ESG)の強化(कり)」に、「社会ݙߩ活動」を߹わͤた̏ ͭを࣠と
した活動を推進しています。

盤(ESG)の強化(कり)」に、「社会ݙߩ活動」を߹わͤた3ͭを
࣠とした活動を推進しています。
　これからも、お客さま、ג主、取Ҿઌ、従業員、地域社会など
のステークϗルダーとの対を大にして、企業Ձをし
ଓけ、࣋ଓՄな社会にݙߩしてまいります。

SDGs(࣋ଓՄな開発目標)は国際社会のղܾのため2030年までにୡ成す
き目標として、2015年に国連で࠾されました。1�の目標と16�のターήットから成
り、だけでなく市民や民ؒ企業も実ݱへのݙߩを期されています。

4%(Tʢ࣋ଓՄな։ൃඪʣ

（2021年6月1日ࡏݱ）

・品やサービスを通͡た社会的՝ղܾへの取り組み ・ボールルームダンス振興支援
・地域社会へのݙߩ活動

・Ψバナンスの強化、事業上の環境ྀ、
  サプライチェーンマωジϝント、人ࡐҭ成などの取り組み
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Step4

Step5

$SR活動のॏཁ՝
$43ॏཁ՝ʢϚςϦΞϦςΟʣ

のಛఆϓϩηス

GRIスタンダード、ISO26000、国連
グローバル・コンύクト、SDGs（࣋ଓ
Մな開発目標）、R#"行動ൣنなど
の国際的な基४・Ψイドラインを参考
に、社会՝߲目をચい出しました。

Step1でચい出した社会՝߲目に
対して、各छධՁػ関のௐࠪやސ客ア
ンέートなどにおける目度をࢦ標化
し、ステークϗルダーにとっての༏ઌ
度を特ఆしました。

Step1でந出した社会՝߲目をŊ 
Step2で特ఆした「ステークϗルダーに
とっての༏ઌ度」と「バルカーグループ
にとっての༏ઌ度」の2ͭを࠲標࣠とし
たマトリクスਤදへマッピングしŊ ༏ઌ
度上Ґの߲目をॏཁ՝としました。

2020年度、ಉ年スタートした中期経営 
計画「New Frontier 2022（NF2022）」 
の 基 本 方 を 映し、$SRॏ ཁ ՝
に「人ࡐҭ成」の追加をܾఆしま 
したŇ また、2020年度$SRॏཁ՝
をؚΉ「バルカーグループの企業活
動」と「SDG͂ 目標」との紐付けを実施
しました。
はŊޙࠓ より۩体的な目標ࢦ標の策ఆ
を推進しながら、社会動にԠ͡てܧ
ଓ的に見しをਤってまいります。

201�年度バルカーグループの$SR
ॏ点՝がܾఆし、新̨̘ 活̧動計画が
スタートしました。

όルΧーグルーϓはɺ݈ શͰ࣋ଓతなΛ࣮ݱするためɺ࣋ଓՄな社会の࣮ݱにݙߩするためにɺ
͞·͟·な社会՝ΛѲɺཧ͠た্Ͱɺ$43ॏཁ՝Λಛఆ͠·͠たɻ·たɺ�0�0年ɺ$43ॏཁ՝と
4%(Tʢ࣋ଓՄな։ൃඪʣとのඥ͚Λߦいɺ4%(TݙߩのऔりΈΛΑりڧԽͯ͠い·すɻ

ॏཁ՝ ԿނɾԿのために ຊతなํج ओなऔりΈ する4%(Tݙߩ

コーポレート
Ψバナンス

01. 企業ཧ೦のਁಁ　　　　　　　　　　　　　　　　
企業ཧ೦「T)E 7"-26" 8":」を中৺
にしたビジϣナリー経営により健全で࣋ଓ
的な成長を目ࢦすため

「T)E 7"-26" 8":」を日々の活動基盤とする 1)「T)E 7"-26" 8":」ਁ ಁ推進ҕ員会を中৺としたਁಁ活動
2)「T)E 7"-26" 8":」ཧղと実ફ活動　֊別全社大会の開催

02. コーポレートΨバナンス
の強化　　　　　　　　　　　　　　

社会的をՌたすための有ޮなҙ思ܾ
ఆの組みをͭ࣋ことがॏཁであるため

「T)E 7"-26" 8":」のもと経営体੍をߏ築し、
その充実にめる グローバルΨバナンス体੍の強化と、情報開ࣔ拡充のための取り組み

03. グループグローバルな
活動の推進　　　　　　　　　　 

グローバルな՝のղܾには、グループ
が一体となって取り組Ήඞཁがあるため

経営ཧ೦の「世界中のステークϗルダーへ」、
՝ղܾのために、バルカーグループ一体となって取り組Ή

グループ全体での$SR活動、SDGsݙߩ活動の推進と
サステナビリティ情報の拡充への取り組み

04. ステークϗルダーとの
対 

対を通͡て૬ޓཧղをਂめ、共通の社
会的՝のղܾに取り組Ήため

$SRコンηプトの「ステークϗルダーとの協働」をਤり、
グローバルな՝ղܾにͭなげる ステークϗルダーとの対ػ会の拡充のための取り組み

コンプライアンス

05. Ԛ৬・贈ऩの防止 贈ऩ防止はもとよりٙٛが生͡る行ҝ
も防止するため

行動ࢦの「コンプライアンス९कと実な行動」のもと、
「コンプライアンスマニュアル」に基ͮいた業を行する

Ԛ৬・贈ऩの防止をؚΉリスク・コンプライアンス強化と、
情報開ࣔ拡充のための取り組み

06. ๏ྩの९क
社会的をՌたし、期にԠえていく
ために、コンプライアンス経営のపఈを
ਤる

行動ࢦの「コンプライアンス९कと実な行動」のもと、
「コンプライアンスマニュアル」に基ͮいた業を行する ๏ྩ९कの実ޮੑをさらに高めるための取り組み、開ࣔ拡充のための取り組み

0�. 環境関連๏ྩの९क 年々強化される環境Ԛ染防止の๏ྩҧ
による事業活動への影響をճආするため

行動ࢦの「コンプライアンス९कと実な行動」のもと、
「コンプライアンスマニュアル」に基ͮいた業を行する 環境リスク・コンプライアンスのపఈ

環境

08. 環境ෛՙ࣭の
࿙出防止とݮ

高度な技術を生かし、環境ෛՙ࣭ݮ
にͭながる品やサービスでૉ社会
の実ݱにݙߩするため

$SRコンηプトの「ୈ一ڃの品࣭」により、技術を上さͤ、
՝ղܾにࢿする品や技術を提供する 環境Ԛ染対策など社会՝ղܾのための品、サービスの開発とల開

0�. 事業上の環境ෛՙ࣭
のݮ

モϊͮくり企業として社会的をՌた
すため、環境に与えるマイナスの影響を
最小化する事業活動を行うため

行動ࢦの「ࢿ産の保全と有ޮ活用」のもと、
環境ݯࢿを考ྀした活動を行う 事業上ഉ出される環境ෛՙ࣭のݮ活動

安全Ӵ生 10. ࿑働安全Ӵ生
健康と安全にྀした働きやすい৬場環
境をえ、従業員の福と事業の発లへ
ͭなげるため

行動ࢦの「安全Ӵ生は全てに༏ઌ」のもと、
働きやすい環境をͭくる ࿑働安全Ӵ生活動の推進

サプライチェーン
マωジϝント

11. $SRௐୡ
（ฆ૪߭対Ԡ）

サプライチェーンのグローバル化にっ
てෳࡶ化したをղܾするため 「ௐୡ基本方」に基ͮいた業を行する $SRௐୡΨイドラインに基ͮいたௐୡ活動のܒ活動と推進

人ࡐ・人権

12. 人ࡐの多༷ੑ確保　　　　　　　　　　　　　　　　
多༷な人ࡐがੑݸを生かし、自らのՁ
を高め成長できる環境をඋし健全で࣋
ଓ的な成長へͭなげるため

行動ࢦの「人֨とੑݸのଚॏ」のもと、従業員の多༷ੑ、
人֨、ੑݸをଚॏし、力発شしやすい環境をͭくる 多༷でॊೈな働き方の支援

13. 人権のଚॏ　　　　　　　　　　　　　　　　　
行動ࢦの「人֨とੑݸのଚॏ」のもと、
発活動を通して人権へのྀをపఈすܒ
る

「バルカーグループ人権基本方」に沿った
事業活動の行 人権に関するさま͟まな国際ൣنのཧղとܒ発活動の取り組み

14. 人ࡐҭ成 自社の事業の発లにݙߩできる人ࡐをҭ
成するため

行動ࢦの「チャレンジਫ਼ਆにあふれたh ֶशと成長 へɦの
強いこだわり」のもと自ら考えながら、
新たなことにみଓけることができる人ࡐをҭ成する

1)バルカーύーιンのҭ成
2)グループ経営を୲うコア人ࡐの開発
3)拠点経営を୲うコア人ࡐの開発
4)各事業෦・各社での人ࡐのҭ成

客ຬ足ސ 15. 品࣭の上とސ客の
安全・安৺　　　　　　                                                                 

国内֎のお客さまの安全໘での՝を共
にղܾし、安৺とຬ足を提供するため

行動ࢦの「安全Ӵ生は全てに༏ઌ」のもと、自社だけでは
なく、国内֎のお客さまの安全Ӵ生も提供する

1)品の品࣭のཧと、安全な使用のための情報提供・サービス
2）お客さまの安全・安৺のための品、サービスのల開

コミュニティ 16.  スポーツ・文化 ・芸術の振興 
地域社会との共生

スポーツ振興支援や、地域に根差した
$SR活動を通͡て、安全安৺で豊かな社
会ͮくりにݙߩするため

行動ࢦの「地域社会との共生」のもと、
スポーツ振興支援や、地域に根差した社会ݙߩを行う

1）ボールルームダンス発లのための支援を通͡た社会ݙߩ活動
）̎事業所周辺の化活動、寄付活動などの社会ݙߩ活動

社会՝のೝࣝ

スςーΫϗルダーに
とͬͯの༏ઌのಛఆ

社会՝のϚοϐングɾ
ॏཁ՝のಛఆ

ॏ՝の1%$"
Ϛωジϝンτɾݟ͠

ॏ՝のܾఆ

Step1

Step2

Step3
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バルカーとの出会い

「Value & Quality」の
シール製品づくりへの挑戦

事業の拡大とその目標を
徹底的に考え抜く

グローバルに活躍、未来の目標に導く

持続可能な社会の実現のために

　私は2003年に大ֶをଔ業ޙ、Τンジニアを目ࢦしてઐ߈し
ていた業界でΩャリアを積Ήことにしました。当࣌のؖ国は
I.Fのཧ体੍に入るਂࠁな経済ػة（1��8年）を経ݧしてお
り、企業は経営戦略のసをഭられ、ߏ改革に足ૡいていま
した。そんな環境の中で働いた最初のؖ国企業で、日本企業と
技術協業をすることになり、技術的な՝へのアプローチの
方、৴པをಘやすいスタイルなど、日本のಠ特の企業文化に
ҙ的な興ຯをͭ࣋ようになりました。そして2013年にస৬をし
た際、日ܥ企業で働くことをرしていた私はバルカーコリアに
入社し、新設の工場のཱち上げにฃಆすることになりました。
　バルカーコリアに入社してから自にとって一൪ҹ的だっ
たのは、会社のՁ観を໌文化した「T)E 7"-26" 8":」
でした。バルカーグループは「T)E 7"-26" 8":」という企
業ཧ೦を全組৫・従業員に発৴しଓけ、皆に自たちがどのよ
うなՁを社会へ提供しようとしているのか、どんな使໋を掲
げているのかをいଓけ、それをཧղできるようにしていまし
た。私も以લの会社で࣋っていたچଶґવとした自の思考
が࣍ୈに変わっていくことを実感できました。 　2016年からは、日本からのறࡏ員より技術՝の՝長業を

Ҿきܧぎました。ಉ年に୍ᖒ$EOによるラーニングに参加し
た࣌、୍ᖒ$EOからཧ৬としてのマωジϝントと従業員ҭ成
の໘でバルカーが目ࢦしている方ੑにͭいてごࢦಋいただ
き、ਂ い感を受けたことをࠓでも໌に覚えています。私は、
୍ᖒ$EOがڭえてくださったཧにූ߹する人としてのׂ

をୡ成したい、その
ためには私自の技
術的なࣝをਂめ、
実力をඋえないとい
けないと期と共に
՝を௧感しました。
　2018年初०、シー

企業はより良い環境を求めて国境をӽえてҠ動しͭ、ࠓࡢ　
ͭあります。やࢿ金のみならず、ࣝと人もಉ͡ようにその
ϑィールドを世界に拡大していることから、本当に強い企業な
らその強みを発شして、世界中どこでも成ޭできると思ってい
ます。バルカーの໊は、バルカーを発లさͤてきたઌ人の
力があったからこそできたものですが、自がそのモϊͮく
りをҾきཱ͙ܧ場になったࠓは、ಉ͡ように良いධՁをಘて、
グローバルな競૪力を৳し、໊をҡ࣋していくことがࠓの
自の使໋だと考えております。
　私はΤンジニアとしてࡏݱの技術の発లに遅れないように常
に力していますが、最ۙの技術の進化はあまりにૣく進んで
います。その全てのࣝをద࣌にशಘしてݱ実にద用するた
めには、さま͟まなϋードルがଘࡏします。ݱ場はまだま
だマンύワーの関与が多く、その෦の画期的な改ળの提Ҋ
と未来のスマート化・ػց化をするためには技術の限界も何度
も感͡られ、ۤする日々です。ただ、技術・Պֶの発లによ
る世界の変化はಀれられないྲྀれとなっているので、ݱঢ়に

　ؖ国工場のཱち上げ当初、従業員に新しいՁ観や֎国の
組৫文化を取り入れることは、最初は൱ఆ的なҙ見もあり、な
かなかલに進まないযりもありました。どうやってਁಁさͤて
いけ良いのかඇ常にみました。201�年度ؖ国で開かれた

「T)E 7"-26" 8":」ਁ ಁ推進ϑΥーラムで୍ᖒ$EOにそ
のみにͭいて૬ஊした際、ཧ৬の本ؾ度が会社を動かす
となること、ゆえに自らがఘめずに「T)E 7"-26" 8":」ݤ
に基ͮき動きଓけることこそ、結Ռを生み、改ળを進めていく
ことができるとڭわりました。　 
　私は、業100周年のありたい企業૾、人ྨの豊かさと地球
環境にݙߩするため「未来と未にΉチャレンジングな企業」
の実ݱにけ、 自にとっての新たなチャレンジとして、SDGs
の取り組みに力を入れていきたいと考えています。また、$Xを
行うことで内෦からの体࣭を変えていくことも目ࢦします。企業
の࣋ଓՄなՁを࡞っているのは、私たち自です。そして
皆が見えない企業Ձを৴པする৺をࠓ、࣌ͭ࣋日よりも良い
໌日のためにݙߩしたいというΤンήージϝントが高まると思い
ます。ಉ࣌に、社会からԠ援される企業、社会にݙߩできる企業、
バルカーの業100周年のありたい企業૾が実ݱされると思い
ます。その࣌まで自を৴͡て、グローバルで活༂し、世界に
目をけ、「T)E 7"-26" 8":」のՁにけてバルカー
で働く皆と一ॹにาんでいきたいと考えています。

「From VALQUA KOREA」に
チャレンジするローカル人材

バルカーコリア ෦ 技術՝長

　入社してす͙に私は技術՝に所ଐし、新ن品のҠと新たな
工ఔやクリーンルームのཱち上げ業を୲当しました。シー
ル品にͭいて全くࣝと経ݧがなかった私と当࣌のؖ国ス
タッϑは小さな事でも発生すると対Ԡができないঢ়ଶでした。
　一൪大きいは、一見୯७に見えるシール品の࡞は、
ඇ常にણࡉなཧをඞཁとするということです。マβー工場と
ಉ͡๏で࡞っても、周ғの環境やػցのඍࡉなঢ়ଶのҧい
などによって上がりがҟなりました。マβー工場からの生産

Ҡという大きなミッシϣンは、そのཁҼを全छྨの品に対
して見ͭけ出し、Ҡスέジュール内にྃさͤるという、ඇ
常にݫしく、ॏいプレッシャーを受け͟るをಘまͤんでした。
　試行ޡࡨがଓく中でも࠳折やஅ೦にࢸらなかったのは、当社
の社໊の༝来でもある「7alue � 2ualitZ」という基本ཧ೦が
あったからです。ଥ協しないバルカーのモϊͮくりへのਫ਼ਆは、
の中でもఘめずに力しଓける力となり、大なྔگしいঢ়ݫ
の社内ࢿྉのඋと度ॏなる設උ
のಋ入、֎ઌへの技術ࢦಋ、社
内生産技術の安ఆまで᪡ͤず、
生産Ҡは無事ྃしました。そ
して2016年には新たに工場を૿
築、さらに生産ྔをアップして安
ఆ的な品の供څができる体੍に
なりました。

ル品の新ن生産ラインをୈࡾ国にさらにཱち上げることがܾఆ
され、バルカーコリア技術՝はཱち上げまでの全てのॾൠ活動
に取り組みました。初期ݕ౼に始まり、ւ֎支援でのཱち上げま
で行することは、大変なこともありましたが、ཱち上げたライ
ンでఆ通りの生産ができた࣌は、ඇ常に大きなୡ成感とتͼ
を感͡、私にとって本当にوॏな経ݧでした。
　バルカーコリアは、もう事業෦のޙ発ランナーのままではい
られまͤんでした。よりؤுってଞ拠点のൣになり、良い提
Ҋをどんどん発৴しないといけないと感͡ました。私たちバル
カーコリア技術՝が開発した特ఆ設උは、طଘ設උの֓೦から
発をసさͤたߏで、新拠点、マβー工場の新ラインにも
ಋ入され、全生産拠点の݅の߹ཧ化にݙߩできました。

ん͡ることなく、未来と未にΉチャレンジングਫ਼ਆでਅに
ཱͭ技術開発や、新しいチャンスを見ͭけるような人ࡐに成
長していきたいと思います。

201�年ϑΥーラムޙ、୍ ᖒ$EOと バルカーコリア ෦ 技術՝の՝員と共に

（本ߘは本人の日本ࣥޠචに加ච・मਖ਼をしています）

人ࡐダイバーシティの推進

する4%(Tݙߩ

特ू̍

金　ᒇப（Ωム Ϥンジュ）

新設උをઆ໌している༷ࢠ

2013年4月バルカーコリア入社ޙ、シール品の生産
拠点拡大のための、生産Ҡ業を୲当。2016年に
は、それまで日本人が୲っていた՝長にबし、の
߹ཧ化やଞ拠点へのల開にも取り組Ή。
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企業理念「THE VALQUA WAY」
について

「THE VALQUA WAY」の理解と
実践活動の推進

持続的な成長を実現するために

　バルカーグループは、1�2�年の業以来、社໊の༝来で
ある「7alue � 2ualitZ（Ձのと品࣭の上)」に対する
あくなき追求をଓけ、工業用シール品、ふっૉथࢷ品の
ύイオニアとして、社会の発లへ寄与してまいりました。
　基本ཧ೦の「7alue � 2ualitZ」は、当社グループ企業活
動の֓೦であり、また4ͭの経営ཧ೦「社会の発లのために」

「ਖ਼ਖ਼ಊಊと」「世界中のステークϗルダーへ」「ಠ的技術
で」は、当社グループのଘࡏҙٛであり、大にしているՁ
観です。企業ཧ೦「T)E 7"-26" 8":」は、この基本
ཧ೦「7alue � 2ualitZ」と「4ͭの経営ཧ೦」、そして、バル
カーグループの全従業員が日々の行動の中でとるき考え方
や、あるき࢟を標した「行動ࢦ10߲」の̏ͭ でߏ成されて
います。
　「T)E 7"-26" 8":」のݯىは、�6年લのতの業
にります。当社は1�2�年（ত2年）1月21日に自動車お࣌
よͼ各छ高速ػց用ブレーΩライニングのを行う、日本
ブレーΩライニング࡞所を大ࡕീඌ市に設ཱしたことから
始まります。その1�32ޙ年（ত�年）日本バルカー工業とな
り、日本で初めて߹成ΰムύッΩンとふっૉथࢷの品化を
。にしていきましたܗ上をし、Ձのと品࣭のݱ々に実࣍
シールΤンジニアリングのύイオニアとして、戦લから戦ޙの
෮興にݙߩしてきた当社の技術と品は、ઌ人たちのՁと
品࣭へのあくなき追求に
よってそのޙも発లをと
げ、1��2年の基本ཧ೦ 

「7alue � 2ual i tZ」、
2000年の企業ཧ೦「T)E 
7"-26" 8":」の੍ఆ
にͭながります。　

　「T)E 7"-26" 8":」のԫ金サイクルをճす、すなわち
実ફ活動を全社で推進していくために、2008年を「企業ཧ೦
実ફの年」とし、「バルカーグループ企業ཧ೦実ફ発ද会」をス
タートしました。そのޙ、໊শを ňT)E 7"-26" 8": ཧղ
と実ફ活動」に変ߋし、毎年活動を行っています。
　「T)E 7"-26" 8": ཧղと実ફ活動」では、バルカーグ
ループの全従業員が、自ら設ఆしたテーマに沿った実ફ活動
を行い、その結Ռをレポートで報ࠂします。そのޙ、ॻྨ選
考と予選会を経て、全社大会出場者がܾఆします。全社大会
は毎年、当社の業ه೦日である1月21日に開催、国内֎の
出場者が౦ژに一ಊに会し、その活動の報ࠂ発දを行います。
また2010年度からは、より৬੍に߹わͤたཧղと実ફ活動を
するために、「経営基װ৬」と「一ൠ社員」෦にけて৹ࠪを
行っています。
　加えて、従業員一人ひとりにܞଳ用の「T)E 7"-26" 
8":」カードをするなど、「T)E 7"-26" 8":」を着実
にਁಁさͤるためのツールの提供も行っています。ւ֎拠点
用にも「T)E 7"-26" 8":」カードを༁し、全従業員
のύιコンのスクリーンηーバーとนࢴには「T)E 7"-26" 
8":」の体ܥਤ
をޠݴ別でදࣔ
するなど、グルー
プ全従業員がཧ
ղできる組み
ͮくりを行って
います。さらに、
લ年までの全社
大会の入者の
発ද動画をイン

　2020年度は
新 型 コ ロ ナ ウ
イ ル ス 感 染 症
の対策として、
2021年1月21
日 開 催 の 全 社
大会は、初のオ
ンラインにて開

催するなど、日々の実ફ活動と予選大会、全社大会の開催と
ӡ営も大きな変ߋを༨ّなくされました。一方で、コロナ禍の
、境にあっても、長年の実ફ活動によって従業員の中に積しٯ
成ख़してきた「T)E 7"-26" 8":」が、Ձஅや行動の
強力なバックボーンになっていることを確ೝでき、ビジϣナリー
経営の一؏した取り組みがؒҧいでなかったことがূ໌されま
した。
　アϑターコロナのক来を見ਾえた$Xがഭられる中、これまで

「T)E 7"-26" 8":」を中৺としたビジϣナリー経営でഓっ
た強ݻな基盤のもと、༐ؾと覚ޛを࣋った変革を進めていくこ
とができると考えています。ࠓまさに、中期経営計画「New 
Frontier 2022（NF2022）」の基本方で掲げている、「業
100周年をえて、࣍の࣌にさらなる健全で࣋ଓ的な成長」
を実ݱするために、グループが一ؙとなって大でダイナミッ
クな事業基盤のߏ࠶築に取り組んでまいります。

～企業理念「THE VALQUA WAY」理解と実践活動～～企業理念「THE VALQUA WAY」理解と実践活動～～企業理念「THE VALQUA WAY」理解と実践活動～

変化の激しい環境だからこそ、
大切なビジョナリー経営

ビジϣナリー経営特ू2

ཧ�ղ

͖ͮؾ

「5)&�7"-26"�8":」
ཧղと࣮ફの
ԫۚαΠΫル

�感ڞ ࣮�ફ

എܠ・考え方・思い・
ਫ਼ਆ・ޮՌをཧղする

実ફを経て感情や
ೝࣝでどのような
きがあったかͮؾ

自のルール・
Ձ観にஔきえて
実ફする

行動ࢦと自の
Ձ観、上࢘・
ಉ྅との共感

　「T)E 7"-26" 8":」は、ސ客感動やチャレンジਫ਼ਆをよ
り追求する߈めのଆ໘と、コンプライアンス、ルール९कをよ
りॏ視するकりの、2ͭのଆ໘を࣋ち、従業員が自自の行
動ࢦ「.: 7"-26" 8":」として、「ཧղ」「実ફ」「ͮؾき」

「共感」のԫ金サイクルをճし、体ݱしていくことがඞཁです。
この結Ռ、例えお客さまに৴པを寄ͤていただき、それによ
り、従業員の働きߕ൹やΤンήージϝントの上へͭながるこ
とで、「T)E 7"-26" 8":」が目ࢦすਅの࢟にۙͮいてい
るとݴえます。

トラωットで視ௌをՄとし、ݸ人
の活動内༰を上࢘に૬ஊするػ会
を設け、活動のレベルアップをਤっ
ています。
　こうした֊別の実ફ活動以֎に、

「T)E 7"-26" 8":」の ཧ ղ を
ਂめさͤるために୍ᖒ$EO自らが従
業員とすػ会として、গ人数
での$EOラーニングも積極的に行ってきました。さらに、バル
カーグループの健全で࣋ଓ的な成長を確実なものにするため、
201�年�月には、୍ᖒ$EOをҕ員長とした「T)E 7"-26" 
8": ਁಁ推進ҕ員会」を設ஔしました。日本のみならずւ֎拠
点でཧ৬を一੪にूめた「T)E 7"-26" 8": ϑΥーラム」、
গ人数による「T)E 7"-26" 8": ラーニング」を実施し、国
内֎グループ各社や֊別のਁಁ活動を実施しています。こう
した各地での活動の結Ռ、各拠点でのҙ工をҾき出してい
ます。その一ͭとして、中国上ւの拠点では「T)E 7"-26" 
8":」行動ࢦ10߲に基ͮいたݱ場方10߲を࡞成し、より
。場の従業員に寄りఴったਁಁ活動を実ફしていますݱ

200�年行動ࢦ10߲発ද࣌の༷ࢠ

ؖ国での$EOラーニングの༷ࢠ

(ޠタイ)ଳ用「T)E 7"-26" 8":」カードܞ

2020年度全社大会の༷ࢠ(オンラインでの開催）

˝「5)&�7"-26"�8":」の੍ఆ年

˝「5)&�7"-26"�8":」ཧղと࣮ફのԫۚαΠΫル

1992年制定

2000年制定

2009年制定

する4%(Tݙߩ
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　バルカーグループでは、グループ共通の企業ཧ೦「T)E 7"-26" 8":」をཏ盤として、日々
の業に取り組んでいます。グループ（8ͭの国と地域、バルカーおよͼ連結ࢠ会社18社）の従業員
一人ひとりが、変革や改ળのためにݱঢ়の事に対するҙࣝを࣋ち、自らのݴ༿にམとしࠐんだ

「.: 7"-26" 8":」としてཧղをਂめ、実ફにͭなげています。
　また、この内༰を共有する場として実ફ発ද会を実施しています。「T)E 7"-26" 8":」をཧղ
して、いかに業で実ફできたかを発දするものです。国別・֊別に予選会を行い、一ൠ৬の従
業員は毎年1月21日の業ه೦日に予選をউちൈいたද者による全社大会を開催しており、2020
年度で13ճ目の開催となりました。また、一ൠ৬と別に開催してきました経営基װ৬実ફ発ද会は、
৬に૬Ԡしい実ફ活動テーマとするため、グループ会社の社長৬とそれ以֎の経営基װ৬の予選
を別々に開催する、新たな取り組みを行いました。
　2020年度はコロナ禍での活動となり、ࡢ年ཱち上げた「T)E 7"-26" 8": ਁಁ推進ҕ員会」
によって$EOが国内֎の事業所、関会社で行う$EOϑΥーラムは中அし、また$EOがװ෦社員に
行っている$EOラーニングはオンラインで開催するなど、ӡ営上多くの੍を受けた1年でした。一
方で、長年一؏して取り組んできた「T)E 7"-26" 8":」のਅՁをೝࣝできた1年でもありました。
コロナ禍でリモートワークや社内֎のコミュニέーシϣンに੍を受ける環境下でも、従業員の中で
அ基४と行動ࢦとなってきた「T)E 7"-26" 8":」によって、自ら考えஅすることを༰қにし、
スピード感を࣋って業を行うことができたためです。
　1��2年に基本ཧ೦「 a̫lue � 2ualitZ」、2000年に企業ཧ೦「T)E 7"-26" 8":」を੍ఆし、
2008年を「企業ཧ೦実ફの年」としてܧଓしてきたビジϣナリー経営が、ٯ境下でそのՁを発شし、
当社の༳るぎない基盤、強みとなっていることを確ೝできました。ޙࠓも変化する環境下で、バルカー
グループをڍげて、ひたきかͭ覚ޛをもってビジϣナリー経営の推進に取り組んでいきます。

01 企業ཧ೦のਁಁ

ίーポレーτΨόφンス

෦౷੍γスςム

　バルカーグループは、企業ཧ೦である「T)E 
7"-26" 8":」のもと、シールΤンジニアリ
ングのύイオニアとして、企業の࣋ଓ的な成長
による企業Ձの上を実ݱするため、ಁ໌・
ެਖ਼かͭਝ速・Ռなҙ思ܾఆを行うための経
営体੍をߏ築し、最良のコーポレートΨバナン
スを追求し、その充実にܧଓ的に取り組んでま
いります。

　ಁ໌ੑの高い業プロηス、దなリスク
ཧ体੍をߏ築することによって、内෦統੍シス
テムのඋ・推進にめています。会社๏など
に基ͮく「内෦統੍システムに関する基本的な
考え方」を取క会でܾٞし、この内༰を֎෦
環境・内෦環境の変化にԠ͡てదٓ見してい
ます。また、金༥品取Ҿ๏に基ͮくࡒ報
度への対Ԡとして、内੍ࠂる内෦統੍報にࠂ
෦統੍の体੍ߏ築、社内نఆ・نଇや業プ
ロηスのඋ・ධՁ・改ળを行っています。
　その一環として、ࡒ報ࠂが有ޮであるࢫ
をه載した内෦統੍報ࠂॻをࠪ๏人による
దਖ਼ҙ見を受けた上で開ࣔしており、ࡒ報
ଓしܧの৴པੑを確保するための取り組みをࠂ
ています。

　経営環境のܹٸな変化にਝ速かͭ的確に対
Ԡするため、ࣥ行員੍度をಋ入し、取కと
ࣥ行員のׂをしたػ動的なグループ
経営体੍を確ཱしています。また、ެೝ会計
1໊をؚΉࠪが、取కお࢜ห護、1໊࢜
よͼࣥ行員の業ࣥ行にͭいてࠪを行うこ
とで、経営に対するઐੑの高い視・ࠪ
。をՌたしていますػ

　グループの事業活動全ൠに関して内෦ࠪ
を実施するため、取క会の業ࣥ行෦
からಠཱした内෦ࠪࣨを設ஔしています。
内෦ࠪࣨは年ؒࠪ計画に基ͮき、内෦統
੍、コンプライアンス、リスクマωジϝントな
どの෯い観点からࠪを実施し、ධՁ・提ݴ
を行っています。

02 コーポレートΨバナンスの強化

■ ํ͑ߟຊతなج�

■ �業のಁ໌ੑと৴པੑΛ֬อ

■ �ίーポレーτΨόφンスのঢ়گ

■ �෦ࠪࣨ

˝ίーポレーτΨόφンス体੍ਤ

（2021年6月1日ࡏݱ）

行員ࣥ࢜ห護ސ

各事業෦・グループ各社

選・ղ 選・ղ 選・ղ

選・ղ・ಜ

ಜ・شࢦ

ࠪ

報ࠂ

報ࠂ

会計ࠪ人

ࠪ会ʗࠪ

コンプライアンス
ҕ員会

取క会ʗ取క

連ܞ

ࠪ

会ܭ
ࠪ

ॿݴ

主総会ג

ද取క会長 $EO
ද取క社長 $OO

内෦ࠪࣨ

˝औక会ɾࠪ会のߏʢ�0�1年�݄1日ࡏݱʣ

औక � （໊உੑ5໊、ঁ ੑ2໊）
うち社֎取క3 （໊உੑ1໊、ঁ ੑ2໊）

ࠪ 3 （໊உੑ3໊）
うち社֎ࠪ2 （໊உੑ2໊）

「5)&�7"-26"�8":」ཧղと࣮ફ׆動

2020年から新たに実施したグループ会社
社長৬の予選会。感染予防対策としてアク
リルύωルを設ஔ

経営基װ৬実ફ発ද会。ւ֎からテレビి
で発දした༷ࢠ 全社大会の国内ւ֎グループ会社の入者たち　

コーポレートΨバナンス
貢献するSDGs
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グルーϓグϩーόルな
動のਪਐ׆

　バルカーグループは以લより、企業ཧ೦「T)E 
7"-26" 8":」のもと、「)̱ S事業を࣠とした
活動」「ボールルームダンス支援」「地域社会に
対する感謝の日」など、国内֎のグループ会社
が一体となって取り組みを行ってきました。
　「バルカーグループ$SR推進ҕ員会」では、
201�年に設ఆした$SRॏཁ՝15テーマに、 
2020年から開始した中期経営計画「New 
Frontier 2022（NF2022）」に沿って、新たに

「人ࡐҭ成」を追加し、全16テーマでの活動を
推進しています。さらに2020年度「企業活動
とSDGs目標」の紐付けを行い、「本業（) S̱事
業）を通͡た社会的՝ղ と「経営基「（め߈ܾ）
盤（ESG）の強化（कり）」に、「社会ݙߩ活動」を

　バルカーグループでは、グループS)Eҕ員会
を設ஔし、S)E（安全、健康、環境保全）を一ݩ
的にཧしています。$EOをҕ員長、$OOを
෭ҕ員長としŊ 各グループ会社ŋ事業所を୲当
するࣥ行員をҕ員としていますŇ S)Eҕ員会
は年1ճ以上の開催とし、バルカーグループの
S)E活動の「年度方」「活動計画」のܾఆや「活
動ঢ়گ」の確ೝを行っています。また、その内༰
を各グループ会社ŋ事業所に設ஔしたS)Eチーム
にల開し、グループ全体で取り組んでいますŇ

　バルカーグループは、健全で࣋ଓ的な成長を実ݱするため、「T)E 7"-26" 8":」のもと、ステー
クϗルダーの皆さまとのコミュニέーシϣンを通͡て、৴པ関のߏ築をਤるとともに、ܧଓ的な企
業Ձの上を目ࢦします。

■ グルーϓҰ体となͬた$43׆動ਪਐ

■ グルーϓ4)&�ҕһ会

03 グループグローバルな活動の推進

ϦスΫϚωジϝンτ

ഊࢭ

　バルカーグループはステークϗルダーとの৴
པ関をҡ࣋し、事業を安ఆ的にܧଓしていく
ために、多༷化するリスクとその影響を的確に
Ѳし、コントロールできるཧ体੍をߏ築し
ています。
　2020年度から新たにスタートした中期経営
計画（NF2022）においては、選とू中によ
るطଘ事業のྖ域のऩӹ拡大と新ن事業ྖ域
の֫ಘによる事業基盤のߏ࠶築を目ࢦすととも
に、組৫୯Ґでのリスクマωジϝントとコンプ
ライアンスの自的९कの強化をアニュアルポ
リシーで掲げ、取り組んでいます。

　バルカーグループでは、全従業員に対して贈
ऩ防止の観点から周を行うとともに、国内
֎の贈ऩ੍نにదに対Ԡするために、ඞཁ
にԠ͡てنఆの見しを行っております。また、
国内・国֎をわずグループ全体のࠪを実
施し、贈ऩ防止のపఈをਤっております。

　バルカーグループはリスクマωジϝントを強
化するため、「リスクཧҕ員会」を設ஔし、国
内֎の事業環境のܹٸな変化と事業ྖ域の拡
大にって多༷化するグループ経営上のリスク
を一ݩཧしています。
　2020年度、大نࡂなど事業のܧଓをڴ
かす事が発生した場߹に、グループの統੍を
とりਝ速に対Ԡするため、事業ܧଓ計画（#$1）
マニュアルを策ఆし、ӡ用を開始しました。
　これからも、多༷化するリスクにඋえ、リス
クマωジϝントの強化をਤってまいります。

　バルカーグループは、経営ཧ೦の一ͭに「ಠ
的技術で」を掲げ、このಠ的技術とサービ
スを༥߹さͤた「ਅのιリューシϣン提供企業」
へのൽを目ࢦしています。的ࡒ産෦では、
企業活動で出されるՁをదに保護し、お
客さまの՝ղܾにͭながる品やサービスの
提供を支援しています。また、ଞ者の的ࡒ産
権をଚॏするために社内ルール・体੍をඋし、
自社品やサービスがୈࡾ者の的ࡒ産権を
৵しないよう、ڀݚ開発のさま͟まなஈ֊で
ௐࠪをపఈしています。このௐࠪは、的ࡒ産
෦とڀݚ開発෦の協力体੍のもとグローバ
ルに行うことで、国内のみならずւ֎において
も、的ࡒ産権のଚॏをపఈしています。

　バルカーグループは、グループ全体の๏ྩ
の९कを確実なものにするために、๏事所、
コンサルタント、๏ྩ情報提供サービス会社の
支援を受けながら、国内のみならずւ֎ࢠ会社
にద用される関連๏ྩをௐࠪし、๏ྩを९कした
業の行を実ફしています。国・地域ごとにそ
の内༰が大きくҟなる๏ྩの९कをపఈす
く、グループ全体で万全のଶ勢でྟんでいます。

05 Ԛ৬・贈ऩの防止

■ ํ͑ߟຊతなج�

■ �ଃऩࢭのపఈ

■ �ϦスΫཧ体੍

■ �知తݖ࢈ࡒཧ

■ ֎グルーϓ会社に͓͚るࠃ�
ɹ๏ྩの९क

4)&ਪਐ体੍

04 ステークϗルダーとの対

4)&ਪਐ体੍ਤ
http://www.valqua.co.jp/
social/saGetZ_health_
environment/

߹わͤた3ͭを࣠とした活動を推進し、SDGs
。への取り組みを強化していますݙߩ
、けてもさま͟まな社会՝のղܾにޙࠓ　
グループ一体となった活動を推進していきます。

コンプライアンス

ҕ員長

事ہ

国内リスクཧチーム

・関会社員
・国内関会社社長
・リスクྖ域ごとのҕ員、事ہ

ւ֎リスクཧチーム

・関会社員
・ւ֎関会社社長
・リスクྖ域ごとのҕ員、事ہ

˝ϦスΫཧ体੍

（2021年6月1日ࡏݱ）

スςーΫ
ϗルダー スςーΫϗルダーの対Ԡ ओなίϛϡχέーγϣンのํ๏

͓٬͞·
)ˍS企業として、開発・ௐୡ・生産・営業のバリューチェーン全体で、お客
さま視点にཱったਅのサービスιリューシϣンを通して、お客さまՁの最大
化の実ݱを目ࢦしています。

˔ 営業活動全ൠ
日々の営業活動ʗൢ売ళ࠙会の開催ʗలࣔ会の開催ʗ
お客さまのおい߹わͤ対Ԡʗ̨̘ アンέートの実施

ओג
దかͭެਖ਼な情報の開ࣔを実施し、ג主・ࢿ家などࣜג市場関者と
のݐ設的な対を積極的に行っています。対によりಘられたҙ見などを経
営にϑィードバックし、࣋ଓ的な企業Ձの上の実ݱに活用しています。

˔ IR活動全ൠ
ྉの発行ࢿ・આ໌会の開催ʗIRツールࢉܾ・主総会ג者との対ʗ市場関ࣜג

औҾઌ
ʢௐୡઌʣ

ެฏ・ެਖ਼、๏ྩ९क、環境ྀ、૬ޓ৴པを基本とした、$SRௐୡの推進
に取り組んでいます。

˔ ങ活動全ൠߪ
取Ҿઌとの会ٞʗ$SRௐୡアンέートの実施

ै業һ 安全Ӵ生の確保、人権のଚॏ、ダイバーシティ推進を基本として、従業員が
最大限に力を発شできる৬場環境ͮくりに取り組んでいます。

˔ 従業員Τンήージϝント活動全ൠ
従業員Τンήージϝントௐࠪの実施ʗ自ܒݾ発ֶशの支援ʗ࿑使協ٞ会の開催ʗ
社内通報੍度による通報Ҋ݅への対Ԡʗ企業ྙཧϗットラインの開設

地域社会 グローバル社会、地域との共生を目ࢦし、環境ෛՙのݮ、社会ݙߩ活動に
取り組んでいます。

˔ 社会ݙߩ活動全ൠ　
スポーツ振興支援を通͡た社会ݙߩʗ地域社会に対する感謝の日ʗ
従業員によるボランティア活動ʗ地域社会・N1Oとの対Ŋ 寄ෟ活動

貢献するSDGs
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ίンϓϥΠΞンス

　バルカーグループにおける「コンプライアン
ス」とは、๏ྩ९कにとどまりまͤん。ଞの企業
のൣとなるく積極的に๏ྩや例以上の企
業ྙཧを९कし、社会ݙߩや環境へのྀにま
で౿みࠐんだ企業行動の実ફによって、ステー
クϗルダーのཁ求・৴པにԠえ、社会における
৴པをউちಘていくことだと考えています。こ
のコンプライアンスのॏཁੑをཧղし実ફする
ことが、バルカーグループのӬଓ的な成長・発
లをଋするものであるとݻく৴͡ています。

　全グループ従業員の業のࢦとするため、
コンプライアンス・マニュアルを2003年に੍
ఆし、6ޠݴ（日本ޠ、ӳޠ、؆体ࣈ、ؖ国ޠ、

　コンプライアンスҕ員会、コンプライアンス
推進ҕ員会を設ஔし、コンプライアンス推進の
最高者として໋された「チーϑ・コンプ
ライアンス・オϑィサー（$$O）」を中৺に、グ
ループコンプライアンス体੍のඋおよͼ上
に取り組んでいます。
　コンプライアンス९कのためのグループ体੍
の強化とリーΨルマインドのৢ成を基本方とし、
2018年度からは$$O下にコンプライアンス
ಜࣨおよͼコンプライアンス推進ࣨを設ஔし、
推進とಜの྆ྠから、健全で࣋ଓ的な会社の成
長基盤ͮくりにݙߩする体੍へ変ߋしました。

■ ํ͑ߟຊతなج

■ ίンϓϥΠΞンスɾϚχϡΞル

■ ίンϓϥΠΞンス体੍06 ๏ྩの९क

■ ֤ੜؔ࢈会社の๏ྩ९क体੍の
ɹඋɾӡ༻ɾࠪの࣮ࢪ

ϦスΫϚωジϝンτڥ

　2020年度は、国内֎生産関会社での環境
๏ྩҧは̌ ݅でした。また、全ての事業所で
ѱषや૽Իなどによるۙྡからのۤ情発生はあ
りまͤんでした。　
　国内֎生産関会社ではࡢ年にҾきଓき
ISO14001システムによる環境活動を実施して
います。
　ۙ年世界的に環境๏੍نの๏੍化や改ਖ਼、
化が進んでおり、特にฐ社生産拠点がある֨ݫ
中国はୈ145࣍カ年計画による੍ن強化、ベト
ナムでは改ਖ਼環境保護๏が2022年に੍ఆされ
る予ఆです。
関ػのѲおよͼ९कのため、֎෦情報੍ن　
を活用しコーポレートより各生産関会社をサ
ポートし、またࡢ年度より実施開始の内෦ࠪ

　国内生産関会社では、ISO14001にて特ఆ
した๏ྩ一ཡを共有し、月࣍で変化点をূݕす
ることで、各社のղऍؒҧい、見མとし防止を
ਤる活動をܧଓしています。またւ֎生産会社
がそれͧれ特ఆした๏ྩにͭいても、月࣍の変
化点にͭいて、グループ全体で共有しています。
　この๏ྩ一ཡに基ͮく๏ྩ९क内෦ࠪ体
੍を各社でえ、2020年度は国内生産会社、
๏੍نの変化が大きい中国とベトナムからӡ用
を開始しました。

0� 環境関連๏ྩの९क

■ 動体੍׆�

　全グループ従業員が、๏ྩや社内نଇなどに
関する報ࠂ・૬ஊ・通報ができる組みとして、
ᶃҙ見ശ、ᶄ社内૬ஊ૭ޱ、ᶅ$EOへのダイレ
クトライン、ᶆ֎෦企業ྙཧϗットライン（�カ国
、といったޱへの૬ஊ૭࢜対Ԡ）、ᶇ社֎ห護ޠ
各छ૭ޱを設けています。
　この੍度は、通常のܥྩ໋شࢦ統からಠཱして
ӡ営し、情報のൿಗと報ࠂ・૬ஊ・通報したこと
によって従業員にෆརӹが՝ͤられることがない
ようにྀしています。なお、本੍度の2020年
度のར用݅数はコロナ禍のためかݮগし、2018
年度、201�年度10݅以上あったར用数が、2݅
にとどまりました。Ҿきଓき、ར用ݮগの動に
視しながら、దな対Ԡを行ってまいります。

■ ใࠂɾ૬ஊɾ௨ใ੍

報ࠂ ಜ・شࢦ

報ࠂ ಜ・شࢦ

コンプライアンス推進ҕ員会

ҕ員長ɿ$$O
ҕ員ɿ各ࣥ行員
事ہ

コンプライアンス
推進ࣨ

ಜ コンプライアンス
ಜࣨ

各事業෦・グループ各社

取క会

コンプライアンスҕ員会

˝ίンϓϥΠΞンス体੍

（2021年6月1日ࡏݱ）

を確実に行うことにより、ҧ未વ防止の体੍
。築が進んでおりますߏ
　世界的にリスクཧ強化が求められている
品ؚ有化ֶ࣭にͭいては、chemS)ER1"˞に
より下への情報提供をదに行っています。

˞ chemS)ER1"ɿ品にؚ有さ
れる化ֶ࣭情報を上企業か
ら下企業までサプライチェーン
全体でదਖ਼にӡ用するため、経済
産業ল主ಋで2015年10月にリ
リースされたデータ࡞成支援ツー
ル、およͼ、情報ୡϑΝイルの
໊শ

タイޠ、ベトナムޠ）に༁して共有してまいり
ました。本マニュアルは、๏ྩ・環境保全・情
報ཧ・社会的勢力のഉআなどの一ൠ的事
߲をは͡め、営業活動・৬場環境・私的行ҝ（イ
ンサイダー取Ҿ・རӹ૬行ҝ）に関して९क
すき事߲をه載し、全従業員がཧղし、९क
すきマニュアルとして活用してまいりました。
　さらに、社会環境やཁの変化を౿まえ、۩
体的事例やチェックシートをりࠐΉなど、コン
プライアンス・マニュアルの内༰を大෯に拡充
さͤた「コンプライアンスϋンドブック（日本ޠ
൛）」およͼ「ϋラスϝント防止のための行動ϋ
ンドブック（ཧ৬・リーダー用）」を2020年5
月に発行するとともに、2020年11月には員
けにh 企業経営とコンプライアンスʵ員の
経営とॏཁ՝ʵ をɦ発行しました。
　ւ֎拠点の実情を౿まえͭͭ、ॱ ւ֎൛の࣍
උも進めていきます。
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によるԹௐཧの見しやٺ化設උのߋ新
のޮՌで218tݮしましたが、感染症対策の
ためのؾによる૿加で��0t、ू計ൣғを
拡大したことで3�1t૿加しました。また、本
年度より各国のి力ഉ出数をௐࠪしࢉఆした
ため、主にւ֎拠点のഉ出数の影響により
2,335t૿加しました。この結Ռ売上高ݪ୯Ґ
で18%の૿加となりました。

࿙ग़ࢭとݮのための
औりΈ

　バルカーグループでは事業活動におけるΤω
ルΪーやਫなどのIN16Tや、ΤωルΪー使用
による$O2のഉ出、生産工ఔから出るഇغな
どのO6T16TをѲすることで、環境ෛՙの
全体૾をଊえています。
　国内֎のグループ会社から、ਖ਼確かͭਝ速
にऩूし一ݩཧするため、$SR情報ऩूシス
テムをಋ入し、దਖ਼なԹࣨޮՌΨス数を用い
てࢉఆ、開ࣔするようඋを進めています。

　バルカーグループは、2013年からभバル
カーで保有していた༡ٳ地にଠཅޫ発ి設උを
設ஔし、࠶生ՄΤωルΪー発ిを行っていま
す。これにより化ੴ೩ྉを用いたՐ力発ిでഉ
出される$O2のݮに寄与しています。

　೩ྉి自動車では、ਫૉの高ѹஷଂタ
ンクへのஷଂޮを上さͤるため、ѹॖਫ
ૉのさらなる高ѹ化が進められていますが、ਫ
ૉの高ѹ化、Թ化により、ਫૉ࿙Ӯリスクの

■ �0�0年ࣄ業׆動に͏ڥෛՙ

■ $0⒪ݮのためɺ
ɹ࠶ੜՄΤωルΪーൃిのऔりΈ

■ ਫૉΤωルΪー࣮༻Խに͚た
ɹऔりΈ

08 環境ෛՙ࣭の࿙出防止とݮ

0� 事業上の環境ෛՙ࣭のݮ

対ɿバルカーグループの国内֎
事業所（一෦、地方営業所、றࡏ
所、ւ֎のൢ売会社などنの小
さい2�拠点をআく）
ू計期ؒɿ
2020年4月ʙ2021年3月

˞ԹࣨޮՌΨスഉ出ྔは、「地球Թஆ化対策の推進に関する๏
（Թ対๏）」に基ͮくԹࣨޮՌΨスഉ出ྔࢉఆ・報ࠂ・ެද੍度
の各೩ྉおよͼి力のഉ出数を毎年࠶確ೝし、ࢉఆしていま
す。スコープ1は、事業者自らによるԹࣨޮՌΨスഉ出、ス
コープ2はଞ社から供څされたిؾ、熱・ৠؾの使用にうؒ
ഉ出、スコープ3は、スコープ1、2をআいて、ݪྉௐୡから生産、
ൢ売、ഇغまでにおけるؒഉ出のことをࢦします。ి力は、ഉ
出数が໌確でないւ֎拠点もあるため、一にସを使用
していましたが、2020年度は拠点毎のഉ出数をௐࠪしࢉఆし
ました。

■ ԹࣨޮՌΨスഉग़ ʢྔスίーϓ�ʣ

■ ഇغ࠷ऴॲྔ

ओཁなڥෛՙのਪҠ

　2014年度よりサプライチェーン全体のԹࣨ
ޮՌΨスഉ出ྔのࢉఆを始め、�年目となりま
した。スコープ3やそのଞ環境に関するデータ
のৄࡉはϗームページをごཡください。

　2020年度は201�年度にൺてઈ対ྔで
16tのഉ出ྔݮ。内༁は生産会社のߏ成࠶ฤ
の影響で62tݮ、߹ཧ化・ݪՁݮ活動による
ෆ良改ળやาཹまり上のޮՌで14tݮしま
したが、生産品目ߏ成の変化の影響で60t૿
加した結Ռ、売上高ݪ୯Ґで6%の૿加となり
ました。

■ �ԹࣨޮՌΨスഉग़ ʢྔスίーϓ1ɾ�ʣ

環境

2016 201� 2018 201� 2020

20,360 20,246 20,583 20,326
22,31�

（年度）

売上高ݪ୯Ґ（t�$O2/ඦ万円）（t�$O2）
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国内ؒ 国内生産 ւ֎生産
売上高ݪ୯Ґ

0.4665

0.4254

0.4216

�62 

8,044 

13,513

0.4��1 

0.401�

　2020年度は201�年度にൺてઈ対ྔで
1,��3tのഉ出ྔ૿。内༁は生産会社のߏ成࠶
ฤの影響で1,485tݮ、߹ཧ化・ݪՁݮ活動

૿加という点がࢦఠされています。
　バルカーグループでは、こうした点をղܾ
するため、いԹ度ൣғで使用Մな高ѹਫૉΨ
ス用シールࡐの開発を行い、それに成ޭしました。
　バルカーの強みである技術力で、ਫૉΤω
ルΪーの実用化にけてݙߩしてまいります。

είʔϓ�
	����σʔλࡌܝ༧ఆ

http://www.valqua.co.jp/
social/environment/

˝ԹࣨޮՌΨスഉग़ྔਪҠʢੜ࢈෦�ؒ෦ʣ

˝ഇغ࠷ऴॲྔਪҠʢੜ࢈෦�ؒ෦ʣ

　バルカーグループは、事業上発生する環境
ෛՙ࣭ݮの取り組みはもちΖんのこと、使
用済シリコンウΤϋーを࠶生する事業や、ଠཅ
ޫ発ిによる$O2ݮの取り組みにより、環
境ෛՙ࣭のݮに取り組んでいます。

■ のऔりΈݮෛՙ࣭ڥ

˝ϚςϦΞルϑϩー

ΤωルΪー �1�1�0ܭ߹�(+

INPUT

ి力 3�,523.8h
うちଠཅޫ 50.8h
"ॏ༉ 155,200Ὑ
-1G 66,02�m3

ఱવΨス 8�,62�Lg
市Ψス 315m3

౮༉ 144,0�0Ὑ
ܰ༉ 30,�34Ὑ
Ψιリン（社有車）  25,3�4Ὑ

ਫの༻ ��1����ܭ߹N�

上ਫ 62,�2�m3

工業用ਫ ଞ 315,��2m3

$0�ഉग़ྔ �1���ܭ߹�U

OUTPUT

生産関連  21,55�t
そのଞ �62t

ഇغ ����Uܭ߹
ഇプラスチックྨ 525t
Ԛట 12�t
くず 52tࢴ
ଞ 

240t
化ֶ࣭˞　1�छྨ 60,�04Lg

˞化ֶ࣭ɿ1RTR๏のಧ出対࣭
およͼಉ༷のւ֎๏੍نによりഉ出
ྔをѲしている࣭をؚΉ

VALQUA
GROUP
動׆業ࣄ

（ഇࢎ、ഇアルカリ、ഇ༉、くず、
 ણҡくず、金ଐくず、೩え֪）

貢献するSDGs

2016 201� 2018 201� 2020
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�58 ��0

�60
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売上高ݪ୯Ґ（t/ඦ万円）（t）
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$43ௐୡのਪਐ

　バルカーグループは、社会・環境・人権など
にもྀしたௐୡ活動に取り組Ήく、2016
年に「$SRௐୡΨイドライン」を੍ఆしました。
企業ཧ೦「T)E 7"-26" 8":」と「$SRコン
ηプト」に基ͮき、「ௐୡ基本方」として̑ ͭの
方を掲げています。サプライチェーン全体で
のリスクを最小化し、健全なௐୡ活動を推進し
ます。

　サプライチェーン全体での$SRௐୡを推進す
る活動の一ͭとして、各サプライϠーにおける
$SR推進ঢ়گを確ೝするための自ݾධՁアン
έートを実施しています。
　2020年度からは、新たな取り組みとしてコ

■ $43ௐୡΨΠυϥΠン

■ $43ௐୡΞンέーτの࣮ࢪ

11 $SRௐୡ

■ 動׆తな҆શӴੜਪਐۃੵ

҆શӴੜཧऀのڭҭと܇࿅

҆શӴੜਪਐ׆動

　֎෦ઐ家による各工場への安全Ӵ生ࠪや
安全ݚमを実施し、ݥةՕ所を事લに発見でき
るスΩルの上にけた活動を推進しています。

　バルカーグループでは、5月18日を「バルカー
グループ安全Ӵ生の日」とఆめ、安全ҙࣝの高
༲をਤっています。また、�月の全国安全िؒ
期ؒ中にS)E（安全・Ӵ生・環境）8eeLを設ఆし、
ւ֎をؚめたグループ全ての拠点で安全Ӵ生環
境活動強化のためのイベントを開催しています。

　設උ、࡞業、化ֶ࣭などのリスクアηスϝ
ントを推進し、ఆ常・ඇఆ常࡞業のリスクഉআに
めています。

　バルカーグループにおいてもビジωスのグ
ローバル化が進Ή中、国・地域ごとにҟなる๏
化してきまࡏݦなどにうリスクが׳やश੍ن
した。こうした国・地域ごとにҟなる๏੍نや
श׳に߹った活動をきめࡉかく、かͭ遅なく
行うことで、グループཧ೦の根װである「安全
Ӵ生は全てに༏ઌ」を実ݱできると確৴してい
ます。また、健康経営の視点から従業員の健
康ͮくりにも力し、安全・Ӵ生の྆໘から健
康的で໌るい৬場ͮくりや産業ҩによる保健ࢦ
ಋを積極的に推進しています。

10 ࿑働安全Ӵ生

■ �ᶃ๏ྩ९कཧɺࢹレϕル্
��にΑる๏ྩҧ໓

■ �όルΧーグルーϓ҆શӴੜの日

■ �ᶄルールԽとڭҭのపఈにΑる
ɹϦスΫഉআ

サプライチェーンマωジϝント安全Ӵ生
貢献するSDGs貢献するSDGs

ௐୡجຊํ、
όϧΧʔάϧʔϓ
$43ௐୡΨΠυϥΠϯ
http://www.valqua.co.jp/
social/csrprocurement/

৺ͱ体の݈߁ཧ
http://www.valqua.co.jp/
social/saGetZ_health/

˞ฆ૪߭ɿฆ૪地域で人権৵
ෆਖ਼などを行うグループ、
のࢿ金ݯとなる߭

˝$43ௐୡΞンέーτの֬ೝ߲ʢ�0�0年͔Β10Ճ͠ɺ�0に֦ॆʣ

߲ औりΈ༰

$43 ˔ ๏ྩ९क・ҧ๏行ҝの予防　˔̨̘ 推̧進　˔ 取Ҿઌへのల開

ίーポレーτ
Ψόφンス

˔ 内෦統੍　˔ 内෦通報　˔ దな輸出入

ެਖ਼औҾ ˔ ഊ（治ݙ金・寄付、贈ऩ）防止　˔ ༏ӽ的地Ґのཞ用防止　˔ ෆదなརӹの供与や受ྖの防止

ใɾηΩϡϦςΟ� ˔ 的ࡒ産のཧ　˔ ޚに対する防ܸ߈情報のཧ　˔コンピューターωットワークへのີػ客のސ、人情報やݸ

αϓϥΠチΣーン
˔ ๏੍ن、社会的ൣن、業界ൣنおよͼ֨نの९क
˔ ฆ૪߭（ฆ૪地域産のタンタル、すず、タングステン、金とその生）の使用

ਓݖ ˔ 人権のଚॏ　˔ 差別のې止

࿑ಇ ˔ ˔　止ېの差別の࣌用࠾ 従業員へのฏなػ会の提供　˔ ˔　止事߲の९कې ࿑働ٳ、ؒ࣌Ջ、有ٳڅՋのެਖ਼なద用

ڥ
˔ ๏ྩでࢦఆされた化ֶ࣭のཧ　˔ ഉਫ・Ԛట・ഉؾのཧ　˔ ଓՄでޮ的なར用࣋のݯࢿ
˔ ԹࣨޮՌΨスのഉ出ྔݮ　˔グリーンௐୡおよͼഇغݮ

҆શӴੜ ˔ 安全で健康に働ける環境　˔ ˔　業者の安全࡞ ˔　へのඋえࡂ の体੍࣌発生ނ事・ࡂ

#$1 ˔ 事業ܧଓ計画への取り組み

ੜ݅ൃࡂ˝

˝҆શӴੜڧڥԽΠϕンτ

2016 201� 2018 201� 2020

15
16
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8

（年度）

（݅）
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�

4

3

22

4

11

ॏ大ࡂ ࿑働ࡂ Րࡂࡂ 通ࡂۈ

भバルカー、地ݩਆ社での安全祈ئ

タイバルカー、ݱ場での安全な࡞業方๏に関してのలࣔ

バルカーコリア、リモートで実施。安全・Ӵ生・環境に関
するҙࣝ強化のための動画も視ௌ

　バルカーグループは、ฆ૪߭への対Ԡを
企業のとଊえて、$SRௐୡΨイドラインに
対Ԡ方をఆめ、ௐୡ品のௐࠪをしています。
に加して、人権৵ܞもサプライϠーと連ޙࠓ
୲しない取り組みを強化していきます。

■ ฆ૪߭˞の対Ԡ

ンプライアンス९कのධՁを֨ݫ化するため、
アンέートの設をࠓまでの20から、コーポ
レートΨバナンス、サプライチェーン、環境な
どの設を૿やした30に拡充し、さらに、ௐ
ࠪ対をこれまで実施してきた主ཁなサプライ
Ϡー以֎のサプライϠーまでൣғをげたアン
έート実施をしています。
さらに活動を推進していくため、アン、ޙࠓ　
έートの内༰をਫ਼ࠪするとともに、サプライϠー
に対するݸ別の支援などを通͡て$SRௐୡの実
ଓ的な支援・協働への取り組みをܧけたにݱ
行ってまいります。
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˝ো͕いऀޏ༻ ඪɿ๏ఆޏ༻Ҏ্

৬ͮڥ り͘ɾ֤छ੍

　バルカーグループでは、֎国੶社員の࠾用や
グループ会社ؒでの人ࡐ交ྲྀを積極的に行って
います。社員がグローバルに活༂できる環境ͮ
くりを推進するため、ւ֎ෝ予ఆ者へのෝ
લݚमやෝ期ؒ中のϑΥローを行い、日本で
働く֎国੶社員に対しては、日本ڭޠҭサポー
トのଞ、人事෦内に֎国੶社員をஔし、ఆ期
的な໘ஊやみ૬ஊなどのサポートを実施。ݴ
が協働するࡐや文化の֞根をӽえて多༷な人ޠ
中で、新たなܹやؾ付きをಘています。

■ ଟ༷なࠃ੶Λͭ࣋社һ͕
りͮ͘ڥ༂Ͱ͖る׆

12 人ࡐの多༷ੑ確保

ਓݖのଚॏ

ਓࡐҭ

　バルカーグループでは、201�年3月に、国
連グローバル・コンύクトも౿まえながら「バル
カーグループ人権基本方」を策ఆしました。こ
の方のもと、GRIスタンダードを参考にアηス
ϝントシートを࡞成し、年̍ ճのස度でグループ
各社などにௐࠪを行い、グループ全体の人権基
本方の周とཧղ度の確ೝ、およͼ人権に関
する取り組みঢ়گを確ೝしています。
　この結Ռをੳし、各グループ会社が自主的
に人権のѲや防止・対ॲができるように
サポートしながら、人権に対するさらなるҙࣝ

　バルカーグループでは「人ࡐ開発એݴ」「人
開発方」に基ͮきŊࡐ 多छ多༷なݚमプログ
ラムを提供しています。これらをバランスよく
組み߹わͤて「求める人૾ࡐ」に掲げる人ࡐの
開発・ҭ成に取り組んでいます。
　2020年度から開始した中期経営計画「New 
Frontier 2022(NF2022)」を映し、$SRॏ
ཁ՝に新たに「人ࡐҭ成」を加えŊ $EOक़、
ૣ期選ൈݚम、ւ֎װ෦ݚमなどにより、ۙい
ক来、グループ員クラスを୲う人ࡐ、拠点経
営を୲うコア人ࡐの開発を強化しています。

13 人権のଚॏ

14 人ࡐҭ成

　バルカーグループでは従業員の自的な成長
を支援するため、自ܒݾ発プログラムの充実に
取り組んでいます。通৴ڭҭでは、毎年、特ूコー
スを設ఆし、受ߨྉ全ֹิॿなどを行っていま
す。また、オンラインެ開ηミナーやオンライン
ӳ会に対する支援੍度なども設けています。

■ �௨৴ڭҭのࣗൃܒݾ支援
ϓϩグϥムのॆ࣮

　業100周年のありたい企業૾「未来と未
にΉチャレンジングな企業」を掲げています
が、これを実ݱするには、「受けから߈めの体
࣭」「ࣦഊをڪれずチャレンジする体࣭」へのస
がඞཁだと考えています。そこで「Τンήージ
ϝント」に着目し、全従業員とのΤンήージϝント
の上を積極的に推進することにしました。バル
カーグループ全社を対に2020年8月にୈ1ճ
従業員Τンήージϝントௐࠪを行い、その結Ռ
も参考にしながらマωジャーけのݚमを実
施しています。

■ �Τンήージϝンτ

人ࡐ・人権

タイバルカーにおける人権ڭҭ（ϋラスϝント）

　ੑ別に関なく多༷な視点を取り入れること
で、さらなるイϊベーシϣンの推進をਤります。
特に、ঁੑのΩャリア開発と成長を支援するた
め、ঁੑཧ৬ൺの目標をఆめ、ւ֎グルー
プ会社の経営などで積極的なొ用を行ってい
ます。

　地域との共生を目ࢦしバルカーグループで
は、地ݩの特別支援ֶ校などから障がい者の企
業実शを積極的に受け入れています。障がい者
の方に働くことの楽しさやҙٛをえるととも
に、入社ޙの৬場ఆ着と自ཱを支援しています。

　バルカーグループの従業員の目標は年度方
や෦ミッシϣンをもとに設ఆしています。

「T)E 7"-26" 8":」と ֊  別 の「 求 め
る人૾ࡐ」にଇって日々の業に取り組みなが
ら、෦ॺ内で෦下と上࢘がし߹って最ऴ目標
を設ఆします。成Ռは෦下の自ݾධՁを上࢘が
コミュニέーシϣンを取りながらධՁし、՝と
改ળ点を໌確にして࣍に活かすなど、バルカー
グループの࣋ଓ的成長にけた人ࡐҭ成にͭ
なげています。

■ ඪཧとਓࣄධՁのΈ

■ ੑผΛΘͣ׆༂Ͱ͖るͮ͘ڥり

■ ো͕いऀޏ༻のਪਐ

ॊೈなಇ͖ํΛ支援する੍

˔̡ 新設 ෭r業（日ۈ੍度）
˔リモートワーク੍度（リモートワーク手当ؚΉ）
˔ հ護ٳ業「連ଓ取ಘ期ؒを最長3年に」
˔ Ջ取ಘ੍度ٳڅ୯Ґの有ؒ࣌1
˔ Ջٳどものバースデーࢠ
˔ ҭࣇのための有څ特別ٳՋ
˔  ҭࣇۈؒ࣌「ࢠどもが小ֶ校3年生にୡするまで」
˔ ҭٳࣇ業「26ࡀカ月にୡする日まで」
˔ϑレックスタイム੍度（コアタイム13:00ʙ15:00）
˔ հ護ۈؒ࣌
˔Ωャリアリターン੍度

（2021年6月1日ࡏݱ）

όϧΧʔάϧʔϓਓجݖຊํ
http://www.valqua.co.jp/
social/human_resources/

上とダイバーシティの推進をਤります。
　なお、2020年度は、ւ֎グループ会社にお
いても、ཧ৬に対して人権ଚॏに関するݚमを
自主的に開催するなどの取り組みを行いました。

ਓࡐɾਓݖ

貢献するSDGs

ਓࡐ։ൃએݴ
http://www.valqua.co.jp/
recruit/training/�sengen

ਓࡐ։ൃํ
http://www.valqua.co.jp/
recruit/training/�hoshin

ଟछଟ༷なݚमϓϩグϥム 像ࡐめるਓٻ

1ɽグローバル化にけた
人ࡐҭ成

2ɽૣ 期選ൈによる人ࡐҭ成
3ɽ֊別ݚम
4ɽ৬छ別ݚम
5ɽ自ܒݾ発

˔ 企業ཧ೦「T)E 7"-26" 8":」に共感できる人
˔グローバルな視点でஅや行動のできる人
˔ ֶशと成長への強いこだわりを࣋ち、

自ら考えながら、新たなことにみଓけることが
できる人

˔スピーディーなஅ力や行動力を有し、
にの変化・変革をઌ取りしてՌ࣌
チャレンジできる人
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࣭อূ体੍とํ ධՁٕज़

٬の҆શɾ҆৺のためのސ
αーϏスの։ൃとීٴΛਪਐ ղੳݩ࣍ࡾ

　バルカーグループでは、「グループ品࣭保ূ
ҕ員会」を組৫し、グループ全体を統ׅするグ
ローバル体੍をߏ築しています。国内֎の生産
関会社やൢ売関会社をする事業෦・本
෦をは͡めとして、ௐୡ෦や生産技術෦な
ど品࣭に関わる各෦者でߏ成し、そのܾ
ఆ事߲の۩体的ల開をࣔࢦするとಉ࣌に日々の
実行にをͭ࣋ことで、グループ全体の実ޮ
ੑを高めています。
　また、「品࣭方」に基ͮいて、組৫ならͼ
に従業員一人ひとりが۩体的目標を掲げ、品
。上活動に取り組んでいます࣭ その上で、
関連๏੍نを९क、お客さまの求めに߹கし
た品࣭を୲保し、安全な品とサービスを提
供しています。

　シール品の使用環境は多༷であり、全ての
お客さまを対にධՁ・ূݕを行うことは、ݱ実
的にࠔでした。バルカーグループでは、こうし
た՝に対して、FE"（有限ཁૉղੳ）を用いて
使用環境をコンピューター上でূݕ・ݱ࠶する
。世ධՁ技術の開発に取り組んでいます࣍
　この取り組みにより、これまでࠔであった
大ܘޱஔ、高Թや高ѹ݅でのূݕがՄ
となり、࿙えいやഁյなどシール品における
ෆ۩߹のݪҼ໌ڀや࠶発防止のための設計提
Ҋを行っています。ޙࠓもこの技術開発に積極
的に取り組み、全てのお客さまの安全・安৺に
。していきますݙߩ

15 品࣭の上とސ客の安全・安৺

スポーツ振興支援

地域社会に対する感謝の日

　バルカーグループでは長年にわたり、人々の
健康や生活を豊かにする「スポーツ」の振興支援
に取り組んでいます。2014年からは、年齢や
障がいの有無に関わらず誰もが楽しめる生涯ス
ポーツである、「ボールルームダンス」の普及・
振興を支援しています。
　2020年度は、新型コロナウイルス感染症の
拡大防止のため、当社グループが力を入れて支
援を行っている「小・中・高校生ボールルームダ

　世界中の人々とより豊かな未来を築いていく
ために、私たちに何ができるのかを考え、毎年「地
域社会に対する感謝の日」を設けています。
　世界中のグループ会社の各事業所・営業拠点・

16 スポーツ・文化・芸術の振興
地域社会との共生

■ �「ボールルームダンス」振興と感動体験

客ຬ足ސ コミュニティ

「バルカーカップ統一全日本ダンス選手権」は、感染予防のた
めマスク着用で競技が行われた

本社、周辺地域の花壇への花植え活動台湾バルカー国際、地域の清掃活動バルカーベトナム、養護施設への支援活動。支援品
の目録を施設長へ贈呈

半年遅れで開催された「全日本ブラインドダンス選手権」。
視覚障がい者と健常者ペアが多数出場した

　バルカーグループでは、シール品の
ൢ売にとどまらず、お客さまのཁに߹わͤて
シールトレーニングを進化さͤ、プラント事ނ
の一Ҽでもあるシールక結に関する࿙えいトラ
ブルをݮらすための技者ҭ成支援に取り組ん
でいます。
　また、これまでഓってきたಠ的技術と̞̩̾
のスマート技術を༥߹さͤたシールΤンジニ
アリングサービスを推進しています。
　プラントの保安技術高度化ニーζにԠえる
、で各छサービスの開発、ల開を加速さͤてܗ
全てのお客さまの安全・安৺にݙߩしていき
ます。

࣭ํ、
࣭ϚωδϝϯτγεςϜ
http://www.valqua.co.jp/
social/saGetZ_qualitZ/

社会貢献団体の活動支援、
難民支援
http://www.valqua.co.jp/
social/action_program/

Ψεέοτ֓ݱ
Ψスέットとボルトకめ、ϑランジ
手の技術的基ૅをわかりやすくܧ
આ໌した業界初の�Ψスέットղ
આॻ�
http://www.valqua.co.jp/
technical/gasLet�
introEuction/

όϧΧʔٕज़ࢽ
ʮόϧΧʔςΫϊϩδʔχϡʔεʯ
http://www.valqua.co.jp/
tech/technical/

ンス 全日本チャンピオンシップ」、視覚障がい者
の全国大会「全日本ブラインドダンス選手権大
会」は延期やリモートで開催されました。
　また、毎年11月に開催され当社グループが
特別協賛している国内最高峰のプロダンス競技
会「バルカーカップ統一全日本ダンス選手権」は、
万全のコロナ感染対策をとって無観客での開催
となりましたが、出場選手たちの熱い思いがあ
ふれる感動の大会となりました。また、当社グ
ループは、初の試みとして、このバルカーカッ
プのテレビ地上波放映を提供し、多くの方々に

「ボールルームダンス」の魅力に触れていただく
ことができました。

貢献するSDGs 貢献するSDGs

工場で、地域社会に根差したボランティア活動を
実施。2020年度は世界44カ所、総勢1,411人
の従業員と家族が参加し、コロナ禍の折である
ため、募金・寄付（寄贈）活動を主体に清掃活動
や花壇の花植え活動などを行いました。

　品選ఆにΉお客さまのཁにおԠえし、
選ఆミスによるトラブルを防止するため、多༷な
りޱでの品ࡧݕサイトを開設しています。ྲྀ
体・Թ度・ѹ力などの使用環境、Ωーワード、
産業などから当社推品をࡧݕできる
サービスや、取りѻいにඞཁとなるక付け力の
自動計ࢉサービスなどによって、ࠓす͙最దな
品を選ఆしたい、ඞཁな情報だけを用いて技
術ࢿྉを࡞成したいというお客さまのݸ別՝
をリアルタイムにղܾ。ޙࠓも本サイトの充実を
ਤり、෯い視点でお客さまの期にԠえてい
きます。

■ �γールࡧݕΣϒαΠτ
ʰ4FBM�2VJDL�4FBSDIFSʱ

˞h 4FBM�2VJDL�4FBSDIFS ɦ
社ϗʔϜϖʔδ·ͨ、Լ23ه
ίʔυ͔Β͝ར༻͍͚ͨͩ·͢ɻ
http://www.seal.valqua.
co.jp/seal/
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「7alue � 2ualitZ」、当社の社໊はこの2ͭのݴ༿をซͤたものです。このݴ༿のままに、
シール品事業Ŋ 、品事業、シリコンウΤϋーリサイクル事業などによってࢷथػ

「Ձと品࣭」を世界中の皆さまにおಧけしています。

ਅのグϩーόル企業Λͯ͠ࢦɹ会社֓ཁ・拠点ਤ

会社όϧΧʔࣜג

　業ɿ 1�2�年1月21日
設　ཱɿ 1�32年4月8日
本金ɿ13,�5�ඦ万円ࢿ

本　社ɿ 1˟41�6024 ౦ژ品۠大࡚ೋஸ目1൪1߸ ThinL1arL Tower 24֊

上場ূ݊取Ҿ所ɿ౦݊ূژ取Ҿ所市場ୈ一෦
従業員数ɿ 433 （໊グループでは1,800໊、2021年3月31日ࡏݱ）
事業内༰ɿ  産業ثػ、化ֶ、ػց、ΤωルΪー、通৴ثػ、半ಋ体、自動車、Ӊ・航空産業など、

あらゆる産業けにϑΝイバー、ふっૉथࢷ、高ػΰムなど各छૉࡐ品を設計、
、加工およͼൢ売

会社֓ཁ

ถ
����
(11.2%)

アジア
����
(20.3%)

日本
�����
(68.2%)

ଞ
���
(0.3%)

�����ඦສԁ
（2021年3月࣌点）

˝ �地域ผച্ �ʢඦສԁʣߴ �
˞ඦ万円未ຬりࣺて

˝ �地域ผै業һ� � �
˞ฏޏ࣌ྟۉ用者（161໊）ؚ Ή

ถ
��

(2.2%)

アジア
����
(51.5%)

日本
���

(46.3%)

����໊
（2021年3月࣌点）

ͦのଞσʔλʹ͍ͭͯ、社ϗʔϜϖʔδ͔Β
֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ
http://www.valqua.co.jp/

会社（6社）ࢠ࿈݁ࠃ
・バルカーΤスイーΤス
・バルカーテクϊ
・バルカー シール ιリューシϣンζ
・भバルカー
・ バルカーϝタルテクϊロジー 
・バルカー・ΤϑΤϑティ

�γールτレーχングηンλーʢ�Χॴʣ
�ւ֎࿈݁ࢠ会社ʢ1�社ʣ
ʣڌ�ʢڌ։ൃڀݚ�

（2021年6月1日࣌点）

バルカー・NG$（201�年連結ࢠ会社化）

上ւバルカーふっૉथࢷ品（1��5年設ཱ）

　 アɻドバンスト ϑロン テクϊロジーζ
　　（2013年設ཱ）

バルカーシール（上ւ）（2000年設ཱ）

中国総߹ڀݚ所
バルカー（上ւ）қ（2002年設ཱ）

会社όϧΧʔࣜג

台湾バルカー工業（1�6�年設ཱ）

台湾バルカー国際（2000年設ཱ）

ライニングタンク技術ηンター
バルカーベトナム

（2008年設ཱ）

タイバルカー
（1�88年設ཱ）

バルカーシンΨポール（201�年設ཱ）

バルカーコリア
（2004年設ཱ）

Ԡ用技術ڀݚ所

バルカーアϝリカ（1��8年設ཱ）

（1��5年設ཱ）

　 アɻドバンスト ϑロン テクϊロジーζ

Ԡ用技術ڀݚ所

バルカーグループの主力事業として、さま͟まな産業けにثػ・用のシールࡐを提供しています。
ઌ産業市場やثػ市場、プラント市場にけて新たなސ客Ձを提供してまいります。

売上高　
�1���ඦສԁ

売上高ߏ成ൺ　
�0�1ˋ

γールࣄ業

。ցをは͡め多༷なで使用されていますػの༏れた特ੑを活かして半ಋ体ஔ・産業ࢷथػ
ઌ産業市場・プラント市場にけた戦略品を࣠に、グローバルにՁを提供してまいります。ػथࢷࣄ業

シリコンウΤϋーリサイクル事業などにより地球環境にݙߩしています。
しますŇݙߩい産業に化し෯ݱ۩は、)ˍS事業のさらなる進లにより、新たなՁをޙࠓ

γϦίンΤϋー
ϦαΠΫルࣄ業ଞ

シリコンウΤϋー
リサイクル事業ଞ
����

ػ（ˋ�.5）
थࢷ品事業
�����
（24.0ˋ）

シール品事業
�����
（�0.1ˋ）

�����ඦສԁ
（2021年3月࣌点）

όルΧーグルーϓのࣄ業

グϩーόルωοτϫーΫ

˝ηグϝンτผച্ ʢඦສԁʣɹ˞ඦ万円未ຬりࣺてߴ

売上高　
10���ඦສԁ

売上高ߏ成ൺ　
���0ˋ

売上高　
����ඦສԁ

売上高ߏ成ൺ　
���ˋ
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表紙について
バルカーグループは、安全・安心・豊
かさを顧客に提供するための事業や
ボールルームダンス支援などのCSR
活動を通じて、全ての子どもたちが活
躍できる安全で安心な「明るい未来
づくり」に貢献したいという思いから、
子どもたちの写真を表紙に使用して
います。バルカーグループの従業員
から公募した、従業員の子どもたちの
笑顔で表紙を飾りました。
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スポーツ振興支援

地域社会に対する感謝の日

　バルカーグループでは長年にわたり、人々の
健康や生活を豊かにする「スポーツ」の振興支援
に取り組んでいます。2014年からは、年齢や
障がいの有無に関わらず誰もが楽しめる生涯ス
ポーツである、「ボールルームダンス」の普及・
振興を支援しています。
　2020年度は、新型コロナウイルス感染症の
拡大防止のため、当社グループが力を入れて支
援を行っている「小・中・高校生ボールルームダ

　世界中の人々とより豊かな未来を築いていく
ために、私たちに何ができるのかを考え、毎年「地
域社会に対する感謝の日」を設けています。
　世界中のグループ会社の各事業所・営業拠点・

16スポーツ・文化・芸術の振興
地域社会との共生

■�「ボールルームダンス」振興と感動体験

コミュニティ

「バルカーカップ統一全日本ダンス選手権」は、感染予防のた
めマスク着用で競技が行われた

本社、周辺地域の花壇への花植え活動 台湾バルカー国際、地域の清掃活動 バルカーベトナム、養護施設への支援活動。支援品
の目録を施設長へ贈呈

半年遅れで開催された「全日本ブラインドダンス選手権」。
視覚障がい者と健常者ペアが多数出場した

社会貢献団体の活動支援、
難民支援
http://www.valqua.co.jp/
social/action_program/

ンス 全日本チャンピオンシップ」、視覚障がい者
の全国大会「全日本ブラインドダンス選手権大
会」は延期やリモートで開催されました。
　また、毎年11月に開催され当社グループが
特別協賛している国内最高峰のプロダンス競技
会「バルカーカップ統一全日本ダンス選手権」は、
万全のコロナ感染対策をとって無観客での開催
となりましたが、出場選手たちの熱い思いがあ
ふれる感動の大会となりました。また、当社グ
ループは、初の試みとして、このバルカーカッ
プのテレビ地上波放映を提供し、多くの方々に

「ボールルームダンス」の魅力に触れていただく
ことができました。

貢献するSDGs

工場で、地域社会に根差したボランティア活動を
実施。2020年度は世界44カ所、総勢1,411人
の従業員と家族が参加し、コロナ禍の折である
ため、募金・寄付（寄贈）活動を主体に清掃活動
や花壇の花植え活動などを行いました。
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